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特集
中学校における
職業レディネス・テスト活用の実際
中学校のキャリア教育において、「職場体験」は
職業の世界を知るという意味で重要な位置を占めて
います。しかし、学校生活や家庭生活中心の中学
生に「職業の世界に関心を持ちましょう」といって
も急に関心を向けることは難しいでしょう。
職業レディネス・テスト（VRT）の実施により生徒
が世の中には多くの職業があることを知り、さらに自
分の興味や関心の生かせる職業を知ることで、職
業の世界への関心を喚起させることは大切です。
今号では、VRT の活用事例のご紹介とともに、授
業での実施から結果の解説・活用までの流れもご
紹介します。

＊中学校での活用事例は、『職業研究』誌バック
ナンバー 2023 No.1号も併せてご覧ください。

ホームページ内「職業研究」ページでは、本誌バック
ナンバーがPDFファイルでご覧いただけます。テー
マ別に特集記事を探すこともできます。
キャリア支援のヒントとしてご活用くだ
さい。
▶https://www.koyoerc.or.jp/
　occupational_research/backnumber.html

「職業研究」バックナンバーのご案内

特集

巻頭言　

中学校における職業レディネス・テストの活用
—効果的な活用方法と留意点—
白井上二　公益財団法人愛知県労働協会 職業適性相談グループ 主査————— 3

職業レディネス・テスト
● 検査の概要— —————————————————————— 4

● 実施から結果の解説・活用までの実際———————————— 6

活用事例　

職業選択の幅を広げて〝志〟を実現する
足立学園中学校・高等学校— ———————————————— 10

VRT―職員が受けました————————————————— 12

職務・課業に掘り下げた活用 〈教員の例〉— ——————————— 12

連載

● しごとインタビュー

「プラスワン」の心遣いで、お客様の思いを実現する
星野祐一さん　ホテルコンシェルジュ— —————————————— 14

● 職業能力開発の現場から

「技術で、生きてく。」
――社会に求められる技術を持った人材育成のために
高知県立高知高等技術学校————————————————— 16

● わが社の人材開発

様々な施策と人材育成制度で、社員意識の活性化と定着を図る
株式会社セーフティ＆ベル————————————————— 17

● 企業研修の現場から 12-1

コロナ禍を経て学んだ研修のあり方・考え方
鈴木卓也　DIC株式会社 総務人事部採用・研修グループ マネジャー—————— 18

●キャリアセンター通信

就職に強い埼玉工業大学
埼玉工業大学— —————————————————————— 19

● 若者のこころ考現学 第4回

大切な影、おかげさまの精神
～影を尊重しない競争社会、よい子の暴発事件を考える～
金屋光彦　臨床心理士／公認心理師— ——————————————— 20

● キャリアカウンセリングの現場から 27-1

変化する学生の就職活動とキャリア支援
岡崎浩二　東京都立産業技術大学院大学 特任准教授——————————— 21

※連載「キャリア指導の現場から」は、都合により今号は休載いたします。表紙写真●生徒・保護者・教員の三者面談。ICT機
器をフルに活用し、日頃の生活の様子や学習状況、
今後の生活や進路について面談を行う。

（足立学園中学校・高等学校提供）
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特集●中学校における職業レディネス・テスト活用の実際 巻頭言
●

公益財団法人愛知県労働協会
職業適性相談グループ 主査

白井上二

中学校における
職業レディネス・テストの活用
―効果的な活用方法と留意点―

愛
知
県
労
働
協
会
で
は
、
職
業
適
性
相
談

グ
ル
ー
プ
で
、
主
に
県
内
の
学
校
、
企
業
、

個
人
を
対
象
に
４
種
類
の
職
業
適
性
検
査
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
判
定
を
行
っ
て
い
る
。
学
校

に
対
し
て
は
、
結
果
の
見
方
・生
か
し
方
の
説

明
会
及
び
職
業
講
話
の
講
師
派
遣
を
通
じ
て
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス・
テ
ス
ト（
以
下
、
Ｖ
Ｒ

Ｔ
）は
ホ
ラ
ン
ド
の
職
業
選
択
理
論
で
提
唱
さ

れ
て
い
る
６
類
型
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
て
、

興
味
と
自
信
度
を
捉
え
る
枠
組
と
し
て
六
つ

の
職
業
領
域
を
設
定
し
て
お
り
、
効
果
的
に

活
用
す
れ
ば
、
生
徒
の
主
体
性
の
育
成
や
学

習
意
欲
の
喚
起
の
一
助
と
な
る
非
常
に
優
れ

た
検
査
で
あ
る
。

本
協
会
は
学
校
訪
問
等
に
よ
る
広
報
活
動

を
計
画
的
に
実
施
し
、
学
校
教
育
に
お
け
る

職
業
適
性
検
査
活
用
の
必
要
性
を
説
明
し
て

い
る
。
Ｖ
Ｒ
Ｔ
は
講
師
派
遣
を
含
め
、
中
学

校
と
の
関
わ
り
が
最
も
深
い
検
査
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど
優
れ
た
ツ
ー
ル
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
県
内
の
中
学
校
に
お
い
て
認
知

度
は
決
し
て
高
い
と
は
言
い
難
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
利
用
し
て
い
る
中
学
校
で
も
、
活

用
方
法
を
熟
知
し
た
上
で
効
果
的
に
活
用
で

き
て
い
る
か
懸
念
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

中
学
生
は
ま
だ
職
業
観
・
勤
労
観
が
極
め

て
未
成
熟
な
段
階
に
あ
る
。
職
業
に
関
し
て

の
知
識
が
乏
し
い
た
め
、
社
会
に
ど
の
よ
う

な
職
業
が
あ
る
の
か
考
え
さ
せ
る
と
こ
ろ
か

ら
指
導
を
始
め
た
い
。
Ｖ
Ｒ
Ｔ
は
質
問
項
目

が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
の
簡
潔
な
職
務
記
述
に

な
っ
て
お
り
、
生
徒
に
と
っ
て
そ
の
ま
ま
職

業
情
報
と
し
て
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

判
定
後
に「
結
果
の
見
方
・生
か
し
方
」の
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
を
用
い
て
結
果
を
整
理
し
、
自
己

の
特
性
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、

職
業
に
関
し
て
興
味
・関
心
や
視
野
を
広
げ
さ

せ
た
い
。

中
学
校
で
は「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」を

活
用
し
て
、
職
場
体
験
に
必
要
な
指
導
を
行

う
学
校
が
多
い
。
平
成
29
年
に
告
示
さ
れ
た

中
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
の
総
合
的
な
学

習
の
時
間
編
第
５
章
第
３
節
に「
職
業
や
自

己
の
将
来
に
関
す
る
課
題
」は
大
き
な
意
義
が

あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
職
場
体
験
の
事

前
学
習
と
し
て
Ｖ
Ｒ
Ｔ
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

よ
り
効
果
的
な
行
事
と
な
る
。
世
の
中
に
は

未
知
の
職
業
が
膨
大
に
あ
る
こ
と
、
社
会
は

さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
こ

と
を
理
解
さ
せ
、
こ
れ
か
ら
体
験
す
る
職
場

も
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
と
感
じ
取
ら
せ

る
こ
と
で
、
職
場
体
験
の
意
義
を
よ
り
深
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｖ
Ｒ
Ｔ
は
、
そ
の
名
称
か
ら
適
性
の
あ
る

職
業
を
判
定
す
る
た
め
の
検
査
だ
と
誤
解
さ

れ
が
ち
で
あ
る
が
、
本
来
の
目
的
は
異
な
っ

て
い
る
。
中
学
生
の
職
業
に
関
す
る
興
味
・関

心
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
や
活
動
に
よ
っ
て

日
々
変
化
し
て
い
く
。
教
師
は
生
徒
の
判
定

結
果
を
自
分
の
価
値
観
で
解
釈
せ
ず
、
生
徒

が「
な
り
た
い
自
分
」を
見
つ
け
、
実
現
に
向

け
た
一
歩
を
踏
み
出
せ
る
よ
う
、
時
間
を
か

け
て
慎
重
に
観
察
・指
導
す
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、生
徒
が
不
十
分
な
知
識
に
よ
る
誤
っ

た
イ
メ
ー
ジ
で
各
職
業
を
捉
え
な
い
よ
う
に

留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
つ
の
職
業

に
就
い
た
場
合
、
そ
の
中
で
複
数
の
領
域
の

仕
事
を
遂
行
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
例

え
ば
、
教
師
が
管
理
職
に
昇
進
す
れ
ば
、「
Ｒ

Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
」６
類
型
の
中
の「
Ｓ
社
会
的
領

域
」か
ら「
Ｅ
企
業
的
領
域
」へ
と
職
業
領
域
の

幅
が
広
が
っ
て
い
く
。

Ｖ
Ｒ
Ｔ
は
１
９
７
２
年
の
初
版
公
表
時
よ

り「
自
己
理
解
を
通
じ
て
職
業
探
索
へ
、
職
業

探
索
を
通
じ
て
自
己
理
解
へ
」と
い
う
理
念
が

貫
か
れ
て
い
る
。
職
業
理
解
だ
け
で
な
く
自

己
理
解
を
深
め
る
た
め
に
も
有
用
な
検
査
で

あ
る
。
検
査
結
果
を
分
析
し
て
、
進
路
指
導

や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
役
立
た
せ
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。

今
年
７
月
、
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
は
小

中
学
校
で
児
童
・
生
徒
一
人
一
人
の
キ
ャ
リ

ア
プ
ラ
ン
を
考
え
る「
キ
ャ
リ
ア
タ
イ
ム
」と

い
う
授
業
を
新
設
す
る
方
針
を
決
定
し
た
と

い
う
報
道
が
あ
っ
た
。
授
業
で
使
用
す
る
メ

ニ
ュ
ー
の
供
給
網
と
し
て「
キ
ャ
リ
ア
教
育
推

進
セ
ン
タ
ー
」（
仮
称
）を
立
ち
上
げ
、
専
門
職

の
キ
ャ
リ
ア
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
（
キ
ャ
リ
ア
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
有
資
格
者
）が
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
支
援
や
セ
ン
タ
ー
と
学
校
の
橋
渡
し
役
を

担
う
。
こ
の
よ
う
に
専
門
職
が
常
駐
す
る
環

境
で
Ｖ
Ｒ
Ｔ
を
実
施
す
れ
ば
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
推
進
の
大
き
な
原
動
力
と
な
る
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
い
う
言
葉
が
日
本
の
教

育
界
で
初
め
て
使
用
さ
れ
た
の
は
、
平
成
11

年
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申「
初
等
中
等
教
育

と
高
等
教
育
と
の
接
続
の
改
善
に
つ
い
て
」で

あ
る
。
そ
の
後
、
平
成
16
年
に
文
部
科
学
省

が「
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
に
関
す
る
総
合
調

査
研
究
協
力
者
会
議
」の
報
告
書
を
公
表
し
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
が
本
格
的
に
始
動
し
た
。キ
ャ

リ
ア
教
育
は
単
な
る
職
業
教
育
で
は
な
く
、

「
人
生
を
豊
か
に
す
る
」と
い
う
本
来
あ
る
べ

き
教
育
の
こ
と
で
あ
る
。
人
生
を
豊
か
に
す

る
た
め
、
中
学
生
の
発
達
段
階
に
お
い
て
、

Ｖ
Ｒ
Ｔ
が
も
っ
と
注
目
さ
れ
、
活
用
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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●
興
味
と
自
信
、
基
礎
的
志
向
性

職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト（
Ｖ
Ｒ
Ｔ
）は
、

「
職
業
に
対
す
る
興
味
・
自
信
の
傾
向（
職
業

志
向
性
）」
と「
日
常
生
活
で
の
興
味
の
傾
向

（
基
礎
的
志
向
性
）」を
と
ら
え
る
も
の
で
す
。

自
ら
の
興
味
・
関
心
や
日
常
生
活
で
の
志

向
性
を
手
が
か
り
に
し
て
、
自
分
は
ど
の
よ

う
な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
考
え
、
自

覚
し
、
進
路
や
将
来
の
職
業
・
キ
ャ
リ
ア
と

関
連
づ
け
た
探
索
が
で
き
ま
す
。

興
味
・
関
心
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を

反
映
し
、
表
す
も
の
で
あ
り
、
価
値
観
、
態

度
な
ど
と
と
も
に
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
形

成
す
る
要
素
の
一
つ
で
す
。

●�
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｃ 

︱
︱
ホ
ラ
ン
ド
に
よ
る

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
・
タ
イ
プ
の
６
類
型

ア
メ
リ
カ
の
心
理
学
者
Ｊ
・
Ｌ
・
ホ
ラ
ン

ド
は
、
個
人
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
・
タ
イ
プ

を
Ｒ
・
Ｉ
・
Ａ
・
Ｓ
・
Ｅ
・
Ｃ
と
い
う
６
類
型

に
分
類
し
、
ま
た
人
が
働
く
環
境
に
も
そ
の

６
類
型
の
モ
デ
ル
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

「
同
じ
職
業
環
境
に
い
る
人
々
は
共
通
す

る
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
持
つ
傾
向
が
あ
る
。

人
は
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
技
能
や
能
力
が

生
か
さ
れ
、
価
値
観
や
態
度
を
表
現
で
き
、

自
分
の
納
得
で
き
る
役
割
や
課
題
を
引
き
受

け
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
な
環
境
を
求
め
る
」

と
し
、
実
際
は
人
間
は
多
種
多
様
で
す
が
、

六
つ
に
類
型
化
す
る
こ
と
で
職
業
選
択
の
際

の
ヒ
ン
ト
に
活
用
で
き
る
と
考
え
た
の
で
す
。

Ｖ
Ｒ
Ｔ
の
興
味
・
自
信
度
の
測
定
に
は
、

そ
の
６
類
型
の
尺
度
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、

基
礎
的
志
向
性
に
は
Ｄ（
対
情
報
）・
Ｐ（
対

人
）・
Ｔ（
対
物
）
の
３
尺
度
が
用
い
ら
れ
て

い
ま
す
。

●�

自
分
の
個
性
、
自
分
の
将
来
に
つ
い

て
考
え
る

Ｖ
Ｒ
Ｔ
は
基
本
的
に
中
学
生
、
高
校
生
を

主
な
対
象
と
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
た
め
、

各
項
目
の
表
現
も
わ
か
り
や
す
く
、
ま
た
興

味
・
自
信
の
傾
向
か
ら
自
分
の
特
徴
を
把
握

す
る
も
の
な
の
で
、
受
検
者
に
心
理
的
な
抵

抗
を
ほ
と
ん
ど
感
じ
さ
せ
る
こ
と
な
く
実
施

で
き
ま
す
。

具
体
的
な
職
業
選
択
に
は
ま
だ
ピ
ン
と
来

な
い
と
し
て
も
、
中
学
生
の
段
階
で
自
分
の

将
来
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
機
会
を
持
つ
こ
と

は
大
切
で
す
。
自
分
の
個
性
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
先
ど
の
よ
う
な

進
路
、
進
学
先
を
選
べ
ば
よ
い
の
か
、
ど
の
よ

う
な
生
き
方
を
し
、
ど
ん
な
人
生
を
送
り
た

い
の
か
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ

か
け
と
な
り
ま
す
。
そ
の
際
、
中
学
生
は
ま

だ
職
業
に
つ
い
て
の
知
識
が
少
な
く
職
業
意

識
も
希
薄
な
た
め
、
ま
ず
は
社
会
に
ど
ん
な

職
業
が
あ
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

Ｖ
Ｒ
Ｔ
は
、
質
問
項
目
が
そ
れ
ぞ
れ
の
職

業
の
簡
単
な
職
務
記
述
に
な
っ
て
お
り
、
生

徒
に
と
っ
て
そ
の
ま
ま
職
業
情
報
と
し
て
役

立
ち
ま
す
。
そ
し
て
ワ
ー
ク
シ
ー
ト（「
結

果
の
見
方
・
生
か
し
方
」）
を
活
用
し
結
果
の

整
理
・
解
釈
を
進
め
、
職
業
に
つ
い
て
意
識

し
、
考
え
な
が
ら
、
興
味
の
範
囲
や
視
野
を

広
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
時
期
の
職
業
興
味
は
、
様
々
な
経
験

や
活
動
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化
し
て
い
く
可

能
性
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
結
果
を
固
定

的
に
解
釈
せ
ず
、
将
来
を
見
据
え
た
と
き
に

ど
の
よ
う
な
段
階
に
あ
る
か
と
い
う
視
点
を

重
視
し
た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

職業レディネス・テスト
●編著：独立行政法人 労働政策研究・研修機構
●対象：中学・高校・高専・専門学校・短大・大学・職業訓練校・職業相談機関等
●実施所要時間：約45分
●測定するもの：６つのタイプの職業分野への興味・関心、自信／３つの基礎的志向性

検査の概要

職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト
の
歴
史

●
初
版
―
―
―
昭
和
47（
１
９
７
２
）年
公
表

従
来
の
検
査
の
よ
う
に
就
職
・
進
学
先
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
重
視
す
る
の
で
は
な
く
、
進

路
発
達
と
そ
の
促
進
を
援
助
す
る
資
料
・
教
材

を
提
供
し
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
把
握
す

る
た
め
の
検
査
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

●
第
２
版「
新
版 

職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス・テ
ス
ト
」 

　
　
　

―
―
―
平
成
元（
１
９
８
９
）年
公
表

初
版
の
開
発
意
図
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、

Ｖ
Ｐ
Ｉ
職
業
興
味
検
査
の
日
本
版
の
開
発
な

ど
を
と
お
し
て
蓄
積
さ
れ
た
ホ
ラ
ン
ド
の
職

業
選
択
理
論
の
考
え
方
が
導
入
さ
れ
た
。

●
第
３
版
―
―
平
成
18（
２
０
０
６
）年
公
表

換
算
表
が
中
学
生
用
と
高
校
生
以
上
用
に

分
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト「
結
果

の
見
方
・
生
か
し
方
」
が
開
発
さ
れ
、
生
徒
が

自
己
理
解
を
深
め
、
自
身
の
興
味
の
特
徴
と

職
業
と
の
関
連
を
理
解
す
る
機
会
を
持
て
る

よ
う
に
な
っ
た
。

●
信
頼
性
・
妥
当
性
の
検
討

　
　
　

―
―
―
平
成
30（
２
０
１
８
）年
実
施

検
査
を
構
成
す
る
３
つ
の
下
位
検
査（
Ａ
・

Ｂ
・
Ｃ
検
査
）
の
尺
度
と
し
て
の
信
頼
性
お
よ

び
第
３
版
で
用
い
ら
れ
て
い
る
中
学
生
、
高

校
生
の
換
算
規
準
の
妥
当
性
の
検
討
が
行
わ

れ
、
信
頼
性
・
妥
当
性
と
も
に
維
持
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

現
在
は
、
中
学
・
高
校
に
加
え
、
大
学
・
短

大
、
専
門
学
校
等
の
教
育
機
関
お
よ
び
若
年

者
向
け
の
就
職
支
援
機
関
で
広
く
実
施
さ
れ
、

職
業
意
識
の
形
成
や
進
路
選
択
に
役
立
て
ら

れ
て
い
る
。

職業への関心・興味から、自分をみつめる機会を提供する



Realistic Investigative

Conventional Artistic

SocialEnterprising

研究的職業領域
研究や調査のような研究的、
探索的な仕事や活動の領域

社会的職業領域
人と接したり、人に奉仕したり
する仕事や活動の領域

企業的職業領域
企画・立案したり、組織の
運営や経営等の仕事や
活動の領域

慣習的職業領域
定まった方式や規則、
習慣を重視したり、それ
に従って行うような仕事
や活動の領域

現実的職業領域
機械や物体を対象とする
具体的で実際的な仕事や
活動の領域

芸術的職業領域
音楽、美術、文学等を
対象とするような仕事
や活動の領域

Ｐ　対人志向 
主として人に直接かかわっていく
ような活動に対する志向性

自分を表現する

人の役にたつ
みんなと行動する

P1

P3
P2

Ｔ　対物志向
直接、機械や道具、装置などの
いわゆるモノを取り扱うことに
対する志向性

T2 自然に親しむ
T1 物をつくる

Ｄ　対情報志向

D1 情報を集める

D3 情報を活用する
D2 好奇心を満たす

各種の知識、情報、概念などを
取り扱うことに対する志向性

Ａ検査

職業興味
Ｃ
職務遂行の
自信度

検査

Ｂ検査

基礎的
志向性

12

１　部品を組み立てて機械を作る。

２　古い地層から化石や骨を集め，恐竜や昔の生き物の生活を調べる。

３　家具や照明など，部屋のインテリアのデザインをする。

４　保育園で乳幼児の世話をしたり，いっしょに遊んだりする。

５　自分の店を経営する。

６　文字や数字を，コンピュータに入力する。

７　火薬を使って花火を作り，安全に打ち上げる。

８　環境をよくするために大気や水の汚れを測定し，分析する。

９　小説を書き，出版したり，雑誌に載
の

せたりする。

10　客の状態に合わせて，指圧やマッサージなどを行う。

11　テレビやラジオの番組を企画し，番組づくりを取り仕切る。

12　帳
ちょうぼ

簿や伝票に書かれた金額の計算をする。

13　木材を加工し，組み立てて，家を建てる。

14　農業試験場で，農作物の品種改良の研究をする。

15　人物や風景，物の写真をとり，雑誌やポスターに発表する。

16　ツアー旅行に同行し，宿や観光の手配など参加者の世話をする。

17　客を集めるため，広告や催し物などを企画する。

18　文字や数字を，書類に正確に記入する。

19　火事の現場に駆けつけ，逃げ遅れた人を助けたり，消火活動を行う。

20　海水の成分や海流について調査研究する。

21　テレビドラマや映画のシナリオを書く。

22　ホテルで，宿泊客の受付や，案内などのサービスをする。

23　新しい組織を作ってリーダーになる。

24　銀行で現金を支払ったり，受け取ったりする。

「自信がある」……………… ○
「どちらともいえない」…… −
「自信がない」……………… ×

8

１　短い間にたくさんの情報を集めることが得意だ。

２　話し合いの場ではよく発言する方だ。

３　指先を使って物を組み立てるのが得意だ。

４　本を読むのが好きだ。

５　グループで行動するのが好きだ。

６　自分で野菜や果物を栽培したい。

７　計画的に物事を進めるタイプだ。

８　友だちや家族の役に立つとうれしい。

９　情報を集めるのが好きだ。

10　人前で発言するのが得意だ。

11　工作や物作りが好きだ。

12　図書館や本屋によくでかける。

13　友だちは多いほど楽しい。

14　動物の飼育や植物の世話が好きだ。

15　何かを始めるときは計画を立ててから取り組む。

16　人が喜んでいるのを見ると自分もうれしくなる。

17　流行に関する情報は雑誌やインターネットでチェックする。

18　場の雰
ふ ん い き

囲気を盛り上げるのが得意だ。

19　手先が器用だと思う。

20　テレビではニュースや報道番組をよく見る。

21　グループで作業するような授業は楽しい。

22　牧場や農場で働いてみたい。

23　慎
しんちょう

重な性格だと思う。

24　立場の弱い人には親切にすべきだと思う。

「あてはまる」……………… ○
「あてはまらない」………… ×

5　職業研究――2024 No.1

中学校における職業レディネス・テスト活用の実際特集

職業・仕事の内容を表す54項目に対して、Ａ検査は「やりたい」「どちらとも
いえない」「やりたくない」、Ｃ検査は「自信がある」「どちらともいえない」「自
信がない」の各３段階で答えます。
ホランドの職業選択理論に基づくＲ・Ｉ・Ａ・Ｓ・Ｅ・Ｃの６つの職業領域につ
いて、Ａ検査では生徒の職業興味が、Ｃ検査では職務遂行の自信度が測定され、
プロフィールで表示されます。

日常の生活行動について記述した64項目に対して「あてはまる」「あてはまら
ない」で答え、職業への興味・関心の基礎となる志向性を測定します。
結果はＤ・Ｐ・Ｔの３つの方向性によるプロフィールで示され、基礎的志向性
が同じタイプでも、サブタイプによりさらに細かく興味の特徴をみることが
できます。

▲実際の質問項目

▲実際の質問項目

■ ３つの検査による構成
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１
コ
マ
目

２
コ
マ
目

個
別
面
談

３
コ
マ
目

実施から結果の解説・活用までの実際
授業の中でVRTをどのように実施し、活用するか、具体的な流れを紹介します。

検査を実施する

結果を解説し、活用する

「職業調べ」をする

ワークの結果を活用して「職業調べ」の授業につなげることもできます。

個別に話し合う

進路相談などの個別面談で、本人のVRTの結果を参考にして、進路について話し合うこともできます。
三者面談で利用されることもあります。

▼

▼
▼
▼

▼

さらに...

VRTは個別でも集団でも実施することのできる検査ですが、
中学校では多くの場合、授業（2コマ）の中で、集団で実施・解説します。

■ 生徒全員に問題用紙と回答用紙を配付します。
■ 問題用紙の表紙に書かれた検査の目的を説明し、その後回答上の注意を説明します（約10分）。
■ A・B・Cの３つの検査を実施します（約30分）。
■ 回答用紙を回収します（約５分）。

● 回収した回答用紙を、雇用問題研究会 採点部へお送りいただきます。
● 判定に要する期間は、採点部に到着してから３～４週間程度です。

　
＊生徒が自己採点することも可能です。
　その場合は、採点（回答用紙/表面）→換算（回答用紙/裏面）→結果の整理（「結果の見方・生かし方」）
　という流れで進めます。

■ パーソナルレポートを用いて、自己理解を深めます。
■ 「結果の見方・生かし方」WORK ３のワークを行うことで、自己の興味と職業とを関連づけて考えます。

職業レディネス・テスト

全体の流れ

判定

・・・・・ ７ページ

・・・・・ ８～９ページ

・・・・・９ページ

・・・・・ ９ページ
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中学校における職業レディネス・テスト活用の実際特集

用紙の配付

名前の記入等

検査の説明と回答上の注意

検査の実施（約30分）

回答用紙回収・枚数確認

判定のご依頼

各生徒に問題用紙と回答用紙を配付する。
● 問題用紙 ● 回答用紙

配付した用紙と筆記用具を確認のうえ、生徒に問題用紙・回答用紙に
氏名等の必要事項を記入してもらう。
なお、「性別」欄は生徒が自認する性別に○印をつける。

１．問題用紙の表紙の「自分の進路を考えるために」（検査の説明）を読み上げる。
２．問題用紙の表紙の「始める前に」（回答上の注意）を読み上げる。

氏名欄等の記入を再度確認のうえ、回答用紙を回収し、枚数を確認する。
　・特に「性別」欄の記載を確認する。
　・問題用紙は回収せず、生徒に各自で保管、活用してもらう。

検査実施済みの回答用紙を、雇用問題研究会 採点部へ送付する。

■ 生徒が使用するもの
・シャープペンシル、または鉛筆
・消しゴム

＊集団実施の場合は、実施者が質問項目を１つずつ読みながら進めるほうが、
　生徒がそれぞれ自分で読むよりも時間管理がしやすくなります。

＊「性別」欄の該当する性別に○印が
　ついていないと判定処理ができません。

検査を実施する（約45分）１コマ目

説明

実施

問題用紙の「答え方」等を読み上げる。
質問項目を読み上げる（54問）。

説明

実施

問題用紙の「答え方」等を読み上げる。
質問項目を読み上げる（64問）。

説明

実施

問題用紙の「答え方」等を読み上げる。
質問項目を読み上げる（54問）。

Ａ検査

Ｂ検査

Ｃ検査

▼

▼

▼

▼
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「パーソナルレポート」の活用

左右両ページの職業例の記載は、共通している場合も、異なる
場合もあります。記載されているすべての職業を一覧し、その
中から関心のある職業を付属の「職業一覧表」から探して仕事内
容を確認します。そして、さらに職業情報を調べるなどのステッ
プに進んでください。
＊職業と関連の深い進路（職業と関連する学部等の種類）も併せ
　て確認します。

結果を解説し、活用する２コマ目

職業例

　　あなたの日常生活での興味のタイプ（右側）
日常生活での「行動」や「気持ち」から見た興味の方向を
３つのタイプ（Ｄ：情報、Ｐ：人、Ｔ：物）に分類してい
ます。
興味の方向はどのタイプに向かっているのか、またその
興味が生かせそうな職業について確認します（Ｂ検査の
結果）。

Ⅱ　　あなたの職業への興味と自信（左側）
職業の世界を６つのタイプ（R・I・A・S・E・C）に分類
しています。生徒は、その中のどのタイプへの興味があ
るのか、その興味が生かせそうな職業について確認しま
す（Ａ検査の結果）。
また、６つのタイプのどのタイプへの自信があるのかを
確認します（Ｃ検査の結果）。
VRTの結果で高く出ている興味や自信が、日常生活の
中でどのように生かされているかを振り返るワークを行
うのもよいでしょう。

Ⅰ
　▼　 　▼　

▼職業一覧表
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中学校における職業レディネス・テスト活用の実際特集

「結果の見方・生かし方」WORK ３の実施

進路相談などの個別面談で、本人のVRTの結果を参考にして進路について話し合うこともできます。
生徒がどのように結果を理解しているかを把握し、本人が曲解・誤解をしないよう注意しましょう。
生徒の希望や能力・性格・価値観、学業の状況等を幅広く考え併せながら、生徒が自ら進路選択していけるようサポー
トします。

ＷORK ３「My 職業リスト」に記入した職業について調べ、進路や職業を選ぶときのヒントとして活用できます。
なりたい職業がある場合は、それも併せて調べます。

　■ なりたい職業があり、VRTの結果にその職業が出てこなくても、それだけで希望を変える必要はありません。
　　「My 職業リスト」に記入した職業と併せて、視野を広げた上で職業について調べ、あらためて将来の職業に
　　ついて考えていくことが大切です。　

● 調べる内容…仕事内容、必要な能力や資格、どうしたらなれるのか、やりがい、大変なことなど
● 調べる方法…Webサイト、社会人の話、本、テレビ番組など

　■ 進路選択にあたり、興味は１つの大きな手がかりになりますが、最終的には本人自身の能力・性格・価値観など、
　　総合的に検討することが大切です。

興味を生かすことのできる職業例は「パーソナルレポート」にも記載していますが、数が少なく、自分の興味が強い
タイプのみとなっています。一方、「結果の見方・生かし方」WORK ３には数多くの職業例が記載され、職業の世界
を体系的に理解することができます。

３コマ目 「職業調べ」をする

個別面談 個別に話し合う

＊生徒が「My職業リスト」に記入した職業を、直ちに本人の適職と解釈することはできません。
　記入した職業について調べ、今後の進路を検討するための職業探索の入り口として活用します。
　「職場体験」の際の職業選びの参考にすることもできます。

仕事と職業の六角形
Ｒ・Ｉ・Ａ・Ｓ・Ｅ・Ｃそれぞれの興
味が生かせそうな職業の例を、
タイプ別に記載（計150個）。
Ａ検査で１位のタイプに記載の
職業より、関心のあるものをす
べて選ぶ。

１

基礎的志向性と関連する職業
Ｄ・Ｐ・Ｔそれぞれの興味が生かせそうな
職業の例を、タイプ別に記載（計150個）。
Ｂ検査で１位のタイプに記載の職業よ
り、関心のあるものをすべて選ぶ。

２

My職業リスト
①②両方で選択した職業を書く。
また、どちらかで選んだ職業のうち、
気になる職業も書く。

３



〝
志
〞探
究
プ
ロ
グ
ラ
ム

１年生

２年生

３年生

１年生

２・３年生

〇自分のタイプを知る
〇自分の中にある志に気づく
〇自分の志を立てる
〇志をみんなと共有する

●志を立てる ～私の志～

●志を知る ～志と世界～
〇自分を取り巻く環境を知る
〇今とこれからの世界を知る
〇社会と志のかかわりを知る

●志を深める ～志と職業～
〇自分の強みを知る
〇自分の適性を知る
〇職業を知る

●志を歩み始める ～進路探究～
〇自分の好きとなぜを探究する

●志を実現する ～進路探究～
〇志を実現するために進路選択を
　考え、日々の学校生活を充実させる

中

　学

　校

高

　
　
　校

〝
志
〞共
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

〝
志
〞グ
ロ
ー
バ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム

〝
志
〞体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

▼

▼

▼
▼
▼

▼

■職業調べ
　（「Edu Town あしたね」）
■職業レディネス・テスト
■職場体験

●足立学園中学校・高等学校の〝志〟プログラム
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職業選択の幅を広げて〝志〟を実現する

原　匠 先生足立学園中学校・高等学校
教諭（中学３学年主任）

足立学園中学校・高等学校

「
志
共
育
」
の
理
念

本
校
で
は
、
志
を
持
ち
自
ら
将
来
を
切
り

拓
け
る
人
材（
人
財
）
を
育
成
す
る
た
め
に

４
つ
の「“
志
”
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
展
開
し
て

お
り
、
そ
の
う
ち
、
中
学
３
年
間
で「“
志
”

共
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

志
と
は
、
自
分
本
位
の
個
人
の
幸
せ
を
指

す
も
の
で
は
な
く
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に

自
分
の
人
生
を
使
い
切
る
覚
悟
を
持
っ
た
夢

の
こ
と
で
す
。

１
年
生
で
は
、
自
分
の
タ
イ
プ
を
知
っ
た

り
、
自
分
の
中
に
あ
る
志
に
気
づ
き
、「
何

の
た
め
に（
目
的
）」「
何
に
な
っ
て（
手
段
）」

「
何
に
対
し
て（
対
象
）」「
何
を
す
る（
動
詞
）」

と
い
う
志
を
立
て
ま
す
。

２
年
生
で
は
、
障
が
い
者
体
験
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
と
お
し
て
、
志
と
社
会
と
の

関
わ
り
を
知
り
ま
す
。

そ
し
て
３
年
生
で
は
、
高
校
受
験
が
な
い

代
わ
り
に
、
職
業
や
人
生
に
つ
い
て
じ
っ
く

り
考
え
る
期
間
を
設
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

を
見
据
え
た
上
で
、
目
の
前
に
迫
る
高
校
生

活
に
お
い
て
ど
ん
な
高
校
生
を
目
指
す
の
か

を
考
え
ま
す
。

職
業
調
べ
と
Ｖ
Ｒ
Ｔ
実
施
で

選
択
の
幅
を
広
げ
る

３
年
生
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
ま
ず
、

「Edu T
ow

n 

あ
し
た
ね
」（
東
京
書
籍
）
と

い
う
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
利
用
し
て
職
業
に
つ

い
て
調
べ
ま
す
。
生
徒
は「
将
来
就
き
た
い

職
業
」
を
考
え
る
と
き
、
自
分
の
知
っ
て
い

る
最
大
限
の
中
か
ら
候
補
を
出
し
て
く
る
の

で
す
が
、
職
業
に
つ
い
て
ま
だ
広
く
知
ら
な

い
た
め
、
狭
い
範
囲
で
し
か
考
え
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
私

た
ち
教
員
の
役
目
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
視

野
を
少
し
無
理
や
り
に
で
も
広
げ
て
あ
げ

て
、
そ
の
隙
間
に
こ
の
よ
う
な
職
業
も
あ
る

ん
だ
よ
、
と
新
た
な
知
識
を
入
れ
て
あ
げ
る

こ
と
で
世
界
が
広
が
り
、
選
択
肢
が
広
が
っ

て
い
く
。
Ｖ
Ｒ
Ｔ
に
は
そ
の
役
割
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

Ｖ
Ｒ
Ｔ
は「
こ
ん
な
職
業
に
も
あ
な
た
の

興
味
が
生
か
せ
る
」
と
い
う
職
業
の
視
点
か

ら
、
生
徒
の
職
業
に
対
す
る
興
味
・
関
心
の

幅
を
広
げ
て
く
れ
ま
す
。
実
際
、「
パ
ー
ソ

ナ
ル
レ
ポ
ー
ト
」
を
返
却
し
、「
結
果
の
見

方
・
生
か
し
方
」
を
見
な
が
ら
ワ
ー
ク
を
実

施
す
る
と
、
生
徒
た
ち
か
ら
は「
こ
う
い
う

仕
事
も
あ
る
ん
だ
！
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え

て
き
ま
す
。
そ
う
し
て
少
し
視
野
の
広
が
っ

た
と
こ
ろ
で
再
度
、「Edu T

ow
n 

あ
し
た

ね
」を
用
い
て
職
業
調
べ
を
行
い
ま
す
。

職
場
体
験

３
年
生
は
、
Ｖ
Ｒ
Ｔ
の「
パ
ー
ソ
ナ
ル
レ

ポ
ー
ト
」
が
返
却
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
に
、

職
場
体
験
に
向
け
て
の
準
備
も
並
行
し
て
行

い
ま
す
。
本
校
で
は
、
今
ま
で
は「
企
業
イ

活用事例

足立学園中学校・高等学校では、〝志〟をキーワードに独自の教育プログラムを展開しています。
中学３学年を担当する原匠先生は、なぜその職業を目指すのか＝〝志〟を実現するために、中学
生の今、様々な職業を知って選択の幅を広げておくことが大切だと話します。３年生で実施して
いる職業レディネス・テスト（VRT）の活用方法と併せて、その取り組みについて伺いました。



▲ 志を立てて共有する〝志〟共育プログラム

▲「子どもに世界を変える力はあると思いますか？」との原先生の問いに、
　「ある」（ピンクの紙）、「ない」（白い紙）と答える生徒たち。
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中学校における職業レディネス・テスト活用の実際特集

消
防
士
な
ど
）の
職
業
に
就
き
た
い
」な
ど
と

想
い
を
伝
え
て
く
れ
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。

職
業
と
志
の
関
係

自
分
の
就
き
た
い
職
業
を
一
途
に
目
指
す

こ
と
は
よ
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
の

職
業
だ
け
を
目
標
に
す
る
と
、
叶
わ
な
か
っ

た
と
き
に
自
分
を
喪
失
し
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
医
師
を
目
指
し
て
医

学
部
を
受
験
し
た
け
れ
ど
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
と
き
、「
自
分
の
人
生
は
終
わ
り
だ
」

と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
よ
う
に
…
。

医
師
に
な
る
と
い
う
目
標
そ
の
も
の
も
大

事
で
す
が
、「
世
の
た
め
人
の
た
め
に
、
な

ぜ
医
師
に
な
り
た
い
の
か
」
と
い
う
部
分
が

志
で
す
。「
人
を
助
け
る
た
め
に
医
師
に
な

り
た
い
」
な
ど
の
よ
う
に
志
が
し
っ
か
り
し

て
い
れ
ば
、
た
と
え
医
師
に
な
る
こ
と
が
叶

わ
な
く
て
も
、「
人
の
助
け
に
な
り
た
い
」

と
い
う
部
分
で
色
々
な
職
業
選
択
の
幅
が
出

て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
時
に
も
多
く
の

職
業
を
知
っ
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

今
、
職
業
を
知
っ
て
お
く
こ
と

高
校
生
、
大
学
生
に
な
る
と
、
就
き
た
い

職
業
を
絞
り
込
ん
で
、
実
際
に
就
職
活
動
を

し
ま
す
。
絞
り
込
ん
だ
先
で
壁
に
ぶ
つ
か
っ

た
と
き
は
再
度
、
志
に
立
っ
て
職
業
選
択
の

幅
を
広
げ
る
。
そ
の
幅
を
今
、
中
学
生
の
う

ち
に
大
き
く
広
げ
て
お
く
ほ
う
が
い
い
と
思

い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
Ｖ
Ｒ
Ｔ
を
実
施
し

た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
使
い
な
が
ら
、

様
々
な
職
業
が
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
は
と

て
も
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

も
、「
自
分
に
も
で
き
る
」「
他
人
の
役
に
立

て
る
」
と
い
う
自
信
や
自
己
肯
定
感
が
育
っ

た
と
感
じ
ま
す
。
今
の
生
徒
は
自
己
肯
定
感

が
低
い
傾
向
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
体
験
を
と
お
し
て「
誰
か
の
た
め
に
な

れ
る
」
と
い
う
こ
と
を
体
感
で
き
た
よ
う
で

す
。
志
に
つ
い
て
中
学
１
年
生
か
ら
考
え
、

理
論
を
学
ん
で
き
た
集
大
成
と
し
て
の〝
志
”

体
験
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
に
行
う
三
者
面
談
で
は
、
生
徒

は
保
護
者
と
先
生
に
向
け
て「
中
学
３
年
間

の
志
の
ま
と
め
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
こ
の
職
場
体

験
を
含
め
た
一
連
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
上

げ
、「
自
分
の
人
生
に
つ
い
て
、
じ
っ
く
り

考
え
る
こ
と
が
で
き
た
」「
人
生
の
目
標
が

で
き
た
」「
○
○（
薬
剤
師
、
医
者
、
警
察
官
、

ン
タ
ー
ン
体
験
」
と
し
て
、
食
品
・
製
薬
・
通

信
等
の
企
業
の
ご
協
力
の
も
と
、
イ
ン
タ
ー

ン
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
初

め
て
５
月
下
旬
に
３
日
間
の
職
場
体
験
を
実

施
し
ま
し
た
。

ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
で
し
た
の
で
、
受
け
入

れ
先
を
探
す
の
は
大
変
で
し
た
が
、
保
育
園

を
は
じ
め
、
消
防
署
、
飲
料
メ
ー
カ
ー
、
銀

行
、
ス
ー
パ
ー
、
水
元
公
園
、
東
京
拘
置
所
、

美
容
室
、
Ｉ
Ｔ
企
業
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
で

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

事
前
に
マ
ナ
ー
講
座
で
指
導
を
受
け
る
な

ど
、
時
間
を
か
け
て
丁
寧
に
準
備
を
行
っ
た

こ
と
で
、生
徒
た
ち
は
受
け
入
れ
先
か
ら「
来

年
も
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る

ほ
ど
立
派
に
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

実
施
後
は
、
ど
の
職
場
を
体
験
し
た
生
徒

●足立学園中学校・高等学校
所在地：東京都足立区千住旭町40–24
創　立：昭和４（1929）年
生徒数：中学校 568 名、高等学校（普通科）836 名（令和５年度）



●興味が強い職業領域
１位：Ｃ 慣習的職業領域
２位：Ｉ 研究的職業領域
３位：Ｒ 現実的職業領域

●興味が強い職業領域
１位：Ｉ 研究的職業領域
１位：Ａ 芸術的職業領域
３位：Ｒ 現実的職業領域

＜担当業務の RIASEC ＞
Ｉ 研究的職業領域：商品知識
Ｓ 社会的職業領域：電話対応
Ｃ 慣習的職業領域：受注業務

管理課職員（女性）

＜担当業務の RIASEC ＞
Ｉ 研究的職業領域：校正、文献検索
Ｒ 現実的職業領域
Ａ 芸術的職業領域

　組版（DTP）

Ｓ 社会的職業領域：執筆者対応

編集課職員（女性）

●Ａ検査の結果プロフィール

●Ａ検査の結果プロフィール
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原
稿
整
理
や
校
正
、
執
筆
者
と
の
調
整
な
ど
、

編
集
の
仕
事
に
は
様
々
な
業
務
が
あ
り
ま
す

が
、
中
で
も
編
集
ソ
フ
ト
を
使
っ
た
組
版
業
務

（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
）は
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

今
は
ソ
フ
ト
の
使
い
方
を
覚
え
た
ば
か
り

で
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
経
験
が
必
要
で
す
が
、

誌
面
構
成
や
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、
手
を
動

か
し
な
が
ら
集
中
し
て
取
り
組
む
と
あ
っ
と
い

う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。「
Ｒ
現

私
は
主
に
商
品
の
受
注
業
務
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
午
前
中
は
、
前
日
ま
で
の
受
注
分
を
10

時
ま
で
に
処
理
し
、
そ
の
後
、
適
性
検
査
等
の

判
定
受
注
を
お
昼
ま
で
に
処
理
す
る
と
い
う

ル
ー
テ
ィ
ン
業
務
を
行
い
ま
す
。

適
性
検
査
の
受
注
で
は
、
お
客
様
の
希
望
さ

れ
る
検
査
が
使
用
目
的
と
合
っ
て
い
る
か
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
調
べ

た
り
、
お
問
い
合
わ
せ
を
し
て
確
認
す
る
な
ど

雇
用
問
題
研
究
会
の
職
員
が
、
実
際
に
職
業
レ
デ
ィ
ネ

ス
・
テ
ス
ト
の
Ａ
検
査（
興
味
）を
受
け
て
み
ま
し
た
。

VRT

職
員
が
受
け
ま
し
た

Ｖ
Ｒ
Ｔ 

職
務
・課
業
に
掘
り
下
げ
た
活
用

…
…
…
教
員
の
例

 

雇
用
問
題
研
究
会
で
は
、
職
業
レ
デ
ィ
ネ

ス
・
テ
ス
ト（
Ｖ
Ｒ
Ｔ
）
の
導
入
を
検
討
さ
れ

て
い
る
中
学
校
や
高
校
の
先
生
方
を
対
象

に
、学
校
単
位
で
説
明
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
中
学
校
で
、
副
校
長
先
生
を
含
め
た

先
生
方
10
名
に
説
明
会
を
行
っ
た
と
き
の
こ

と
で
す
。「
教
員
」が
Ｓ
領
域
に
分
類
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
知
る
先
生
方
は
、「
Ｓ
領
域
が

一
番
高
い
結
果
に
な
ら
な
か
っ
た
ら
ど
う
し

よ
う
」と
お
互
い
に
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

Ｖ
Ｒ
Ｔ
を
実
際
に
先
生
方
に
実
施
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
、
Ｓ
領
域
が
１
位
で
あ
る
先

生
は
意
外
に
少
な
く
、
６
領
域
そ
れ
ぞ
れ
に

１
位
の
先
生
が
い
る
と
い
う
結
果
に
な
り
ま

し
た
。
Ｅ
領
域
が
１
位
の
先
生
は
、「
学
校

行
事
の
企
画
が
と
て
も
好
き
で
、
率
先
し
て

行
っ
て
い
る
」
と
の
こ
と
。
ま
た
、
副
校
長

先
生
も
Ｅ
領
域
が
１
位
で
、
ま
さ
に
今
担
っ

て
い
る
学
校
全
体
の
運
営
の
仕
事
へ
の
関
心

が
高
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
Ａ
領
域

が
１
位
の
先
生
は
、
デ
ザ
イ
ン
や
レ
イ
ア
ウ

ト
に
こ
だ
わ
っ
て
プ
リ
ン
ト
を
作
成
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
Ｖ
Ｒ
Ｔ
に
お
い
て「
教
員
」

は
、「
人
に
教
え
る
」「
人
を
援
助
す
る
」
と

い
う
メ
イ
ン
の
仕
事
に
基
づ
い
て「
Ｓ
領
域
」

に
分
類
さ
れ
ま
す
が
、
具
体
的
な
職
務
・
課

業
ま
で
掘
り
下
げ
て
み
る
と
、Ｒ
・
Ｉ
・
Ａ
・
Ｓ
・

Ｅ
・
Ｃ
そ
れ
ぞ
れ
の
興
味
・
関
心
を
生
か
せ
る

仕
事
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す（
●
表
）。

そ
の
た
め
、
先
生
方
の
例
の
よ
う
に
、
必
ず

し
も
Ｓ
領
域
へ
の
興
味
が
一
番
高
く
な
く
て



職業領域 各領域の仕事 教員の職務・課業（教科指導の例）

Ｒ ものを作る仕事／機械やものを扱う仕事 ・授業で使用する道具を取り扱う

Ｉ 研究する仕事／考える仕事 ・授業の進め方を研究する
・教材を研究、開発する

Ａ クリエイティブな仕事／発想する仕事 ・授業の構想を練る
・プリントなどの補助教材を独自に作成する

Ｓ 人に教える仕事／人を援助する仕事 ・授業、学習指導、進路相談を行う

Ｅ 企画する仕事／組織を運営する仕事 ・年間指導計画を立てる
・学級を運営する

Ｃ 事務的な仕事／規則的な仕事 ・試験を採点し、成績評価を行う
・宿題、提出物などを管理する
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も
、
教
員
と
し
て
自
身
の
興
味
、
持
ち
味
を

生
か
し
な
が
ら
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で

す
。Ｖ

Ｒ
Ｔ
の
結
果
を「
職
業
」
と
い
う
大
き

な
単
位
で
検
討
す
る
こ
と
に
加
え
、
そ
の
職

業
の
職
務
・
課
業
ま
で
調
べ
る
こ
と
で
、
自

分
の
興
味
や
持
ち
味
を
生
か
し
た
働
き
方
が

イ
メ
ー
ジ
で
き
、「
働
く
」
こ
と
を
よ
り
具

体
的
に
、
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。

●表

の
業
務
が
加
わ
る
の
で
、
時
間
と
の
戦
い
に
な

り
ま
す
。

慌
た
だ
し
い
時
間
帯
も
あ
り
ま
す
が
、
決
め

た
時
間
の
中
で
自
分
の
役
割
を
き
ち
ん
と
こ
な

す
こ
と
に
達
成
感
を
覚
え
ま
す
。
ま
た
、
仕
事

を
行
う
際
は
ル
ー
ル
が
あ
る
ほ
う
が
迷
わ
ず
に

済
み
、
安
心
し
て
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

そ
こ
も
含
め
て「
Ｃ
慣
習
的
職
業
領
域
」へ
の
興

味
が
生
か
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
お
客
様
か
ら
の
お
問
い
合
わ
せ
に
対
応

す
る
中
で
、
適
性
検
査
の
専
門
的
な
知
識
が
身

に
つ
い
た
り
、
出
版
に
関
す
る
知
識
が
増
え
て
い

く
こ
と
が
楽
し
く
、「
Ｉ
研
究
的
職
業
領
域
」
へ

の
興
味
に
当
て
は
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

適
性
検
査
や
職
業
訓
練
用
教
科
書
、
一
般
書

籍
な
ど
、
取
り
扱
う
商
品
の
幅
が
広
く
、
そ
れ

ぞ
れ
に
専
門
知
識
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
こ
れ
か
ら
身
に
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
知
識
を

深
め
な
が
ら
自
分
の
役
割
を
し
っ
か
り
果
た
せ

る
働
き
方
に
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。

実
的
職
業
領
域
」「
Ａ
芸
術
的
職
業
領
域
」
へ
の

興
味
が
生
か
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
職
業
訓
練
用
教
科
書
の
編
集
も
担
当

し
て
い
ま
す
が
、
原
稿
を
整
理
す
る
と
き
に
は

規
格
や
原
典
に
一
つ
ひ
と
つ
当
た
り
、
正
確
な

情
報
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
Ｉ
研
究
的

職
業
領
域
」
へ
の
興
味
は
原
稿
整
理
や
校
正
の

業
務
に
生
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

今
ま
で
縁
の
な
い
よ
う
な
専
門
的
分
野
で

は
、
聞
き
慣
れ
な
い
用
語
ば
か
り
で
大
変
で
す

が
、
仕
事
を
と
お
し
て
知
識
が
蓄
積
さ
れ
て
く

る
と
、
自
然
と
そ
の
分
野
に
も
ア
ン
テ
ナ
が
向

き
、
日
常
生
活
や
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
か
ら
情
報
が

入
っ
て
き
て
、
さ
ら
に
仕
事
へ
の
興
味
が
深
ま

る
、
と
い
う
良
い
循
環
が
で
き
て
い
ま
す
。

Ｖ
Ｒ
Ｔ
を
受
け
て
、
自
分
で
思
っ
て
い
た
よ

り
も
興
味
の
幅
が
広
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
編
集
業
務
は
そ
れ
ら
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
生

か
せ
る
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

早い時期から、仕事について考え
ることは大切です。
日常生活の中で出会う様々な場面
には必ず働いている人がいるの
で、そのことを意識し、自分の働
き方についても考えてほしいで
す。
そして、いざ就職活動をするとき
には、何となく就職を目指すので
はなく、自分で納得した状態で就
活に臨んでほしいと思います。

生徒･学生へのアドバイス

学生のときは、就きたい職業をピ
ンポイントで設定し、それが叶わ
なければやりたいこと自体をあき
らめてしまう人もいると思います
が、他の職業にも自分の興味に
合った仕事があることを知ってほ
しいです。
やりたいこと、興味のあることを
一つの職業に結びつけずに、選択
肢を広くもって進路を考えてほし
いと思います。

生徒･学生へのアドバイス
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―
―
初
め
て
勤
め
た
ホ
テ
ル
で
は
、
ど
の
よ

う
な
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

星
野　

入
社
し
て
か
ら
８
年
あ
ま
り
、
清
掃

や
ベ
ッ
ド
メ
イ
ク
、
室
内
の
備
品
の
チ
ェ
ッ

ク
や
消
耗
品
の
補
充
な
ど
を
担
当
す
る
ハ
ウ

ス
キ
ー
ピ
ン
グ
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
フ
ロ
ン
ト
業
務
を
５
年
近
く

担
当
し
ま
し
た
。

―
―
２
０
１
２
年
５
月
、
そ
の
ホ
テ
ル
の
後

身
と
な
る
ホ
テ
ル
が
開
業
し
、
そ
こ
で
ア

シ
ス
タ
ン
ト
チ
ー
フ
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
就

任
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
ホ
テ
ル
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
い
う
仕
事
は
あ
ま
り
な
じ
み

が
な
い
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
…
。

星
野　

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
発
祥
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
フ
ロ
ン
ト
は
、
ホ
テ
ル
に
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
お
客
様
が
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
の
手

続
き
の
た
め
に
必
ず
立
ち
寄
ら
れ
る
場
所
で

す
。
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
と
き
も
、
フ
ロ
ン

ト
で
手
続
き
を
し
ま
す
よ
ね
。
一
方
、
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
は
フ
ロ
ン
ト
の
よ
う
に
ホ
テ
ル

で
必
須
の
基
本
的
な
業
務
を
担
当
す
る
仕
事

と
は
少
し
違
い
ま
す
。

　

海
外
で
は
、
旅
行
の
際
は
あ
ま
り
細
か
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
め
ず
に
、
訪
れ
た
場
所

を
楽
し
む
ス
タ
イ
ル
が
一
般
的
で
す
。
こ
の

街
で
は
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
ど
ん

な
楽
し
み
方
が
あ
る
の
か
を
知
り
た
い
と
き

に
相
談
す
る
の
が
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
で
す
。

私
は
、
お
客
様
が
誰
に
相
談
し
た
ら
い
い
の

か
思
い
浮
か
ば
な
か
っ
た
と
き
、
お
役
に
立

つ
の
が
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

日
本
で
も
、
近
年
は
お
客
様
の
様
々
な

ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
た
め
に
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
の
役
割
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

普
及
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

―
―
最
初
の
ホ
テ
ル
で
フ
ロ
ン
ト
業
務
を
担

当
さ
れ
て
い
た
と
き
、
ア
メ
リ
カ
の
コ
ー
ネ

ル
大
学
＊
に
設
け
ら
れ
た
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

星
野　

会
社
が
設
け
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制

度
を
利
用
し
ま
し
た
。
勤
務
年
数
や
業
績
な

ど
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
ス
タ
ッ
フ
が
公

募
に
応
募
で
き
、
毎
年
そ
の
中
か
ら
選
抜
さ

れ
た
１
名
が
、
よ
り
高
い
次
元
の
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
を
学
ぶ
た
め
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
派
遣

さ
れ
ま
す
。
私
も
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講

し
た
い
と
思
い
、上
司
に
相
談
し
て
応
募
し
、

派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
講
者
は
、
ク
ル
ー
ズ
客

船
に
勤
務
し
て
い
る
方
や
、
ホ
テ
ル
の
総
支

配
人
、
何
千
室
も
あ
る
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
巨
大

な
ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ン
ト
で
働
い
て
い
る
方
な

ど
、
世
界
中
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
を
実
践
し
て
い
る
方
々
で
し
た
。
も

ち
ろ
ん
授
業
で
も
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し

た
が
、
そ
れ
に
加
え
て
そ
う
し
た
方
々
と
情

報
交
換
を
行
い
、
彼
ら
の
仕
事
に
対
す
る
姿

勢
や
考
え
方
を
知
っ
た
こ
と
で
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
視
点
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
仕

事
に
大
き
く
役
立
っ
て
い
ま
す
。

「
想
像
力
を
働
か
せ
て
仕
事
を
し
よ
う
」

―
―
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
し
て
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
心
が
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

「
ホ
テ
ル
で
働
き
た
い
」と
い
う
夢
を
叶
え
、

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
し
て
活
躍

―
―
星
野
さ
ん
は
現
在
、「
ザ
・
カ
ハ
ラ
・
ホ
テ

ル
＆
リ
ゾ
ー
ト 
横
浜
」で
チ
ー
フ
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
ホ

テ
ル
で
働
こ
う
と
思
わ
れ
た
き
っ
か
け
は
何

で
し
ょ
う
か
。

星
野　

以
前
か
ら
、
豪
華
な
建
物
の
高
級
感

に
あ
ふ
れ
る
館
内
で
、
一
流
の
お
客
様
に
一

流
の
ホ
テ
ル
マ
ン
が
一
流
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
と
い
う
世
界
に
漠
然
と
憧
れ
て
い
ま

し
た
。
あ
る
と
き
、
た
ま
た
ま
妹
が
読
ん
で

い
た
女
性
誌
を
見
て
、
ホ
テ
ル
の
専
門
学
校

が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
き
っ

か
け
に
、
専
門
学
校
で
勉
強
し
て
ホ
テ
ル
マ

ン
に
な
ろ
う
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
専
門
学
校
を
卒
業
後
、
東
京

の
丸
の
内
に
あ
る
ホ
テ
ル
に
入
社
し
ま
し
た
。

ホテルコンシェルジュ　星野祐一さん

「プラスワン」の心遣いで、
お客様の思いを実現する

ほしの・ゆういち●1975年東京生まれ。高校卒業後、日本
ホテルスクールに入学。同校卒業後、東京丸の内のホテ
ルに入社。ハウスキーピングに従事した後、フロント業務を
担当。同ホテルの後身のホテルでアシスタントチーフコンシェ
ルジュを務める。2020年４月、オープン前の「ザ・カハラ・ホ
テル＆リゾート 横浜」にチーフコンシェルジュとして入社し、開
業準備室に勤務。同ホテルのオープン後、お客様の様々な
ご要望にきめ細かく対応するとともに、他のコンシェルジュの
指導にあたる。

星野さんは、2020年9月に横浜にオープンしたホテル「ザ・カハラ・ホテル
＆リゾート 横浜」でチーフコンシェルジュとして活躍されています。コン
シェルジュだからこそできることを常に心がけ、きめ細かな対応とサービス
で、お客様にホテルならではの満足感を提供しています。

I N T E R V I E W

しごとインタビュー
………………………

＊�ニューヨーク州イサカにあり、アイビーリーグの一つに数えられる名門大学。世界で初めて
大学課程にホテル経営学部を設け、ホテル経営学において世界最高峰と評される。
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身
も
様
々
な
場
面
で
想
像
力
を
働
か
せ
る
よ

う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

お
客
様
の
思
い
に
お
応
え
す
る

１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
「
プ
ラ
ス
ワ
ン
」

―
―
お
仕
事
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
と
き
に

喜
び
や
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
か
。

星
野　

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
仕
事
は
、
自
分

の
五
感
を
全
力
で
働
か
せ
て
お
客
様
に
対
応

し
、
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供
す
る
こ
と
だ
と
思

う
の
で
す
。
そ
の
中
で
、
お
客
様
か
ら「
感

動
し
た
」と
か「
あ
り
が
と
う
」と
お
声
が
け

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
中
に
は「
ま

た
あ
な
た
に
会
い
に
来
る
か
ら
」と
の
お
言

葉
を
く
だ
さ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

そ
う
し
た
お
客
様
の
声
を
お
聞
き
す
る
と
、

「
こ
の
仕
事
を
し
て
い
て
よ
か
っ
た
」と
心
の

底
か
ら
思
い
ま
す
。
ま
た
同
時
に
、
そ
れ
が

や
り
が
い
に
も
通
じ
ま
す
。

　

実
は
、
ホ
テ
ル
の
オ
ー
プ
ン
直
後
に
、
女

性
の
お
客
様
か
ら
こ
の
ホ
テ
ル
で
フ
ラ
ダ
ン

ス
を
踊
れ
な
い
か
と
ご
相
談
を
受
け
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
方
の
お
父
様
が
ハ
ワ
イ

旅
行
を
計
画
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
ご
病

気
で
行
け
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
ハ
ワ
イ
を

ル
ー
ツ
と
す
る
こ
の
ホ
テ
ル
で
自
分
の
習
っ

て
い
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
見
せ
た
い
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

私
た
ち
は
相
談
を
重
ね
、
そ
の
ご
希
望
を

叶
え
る
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
そ
の
方
は
お
父
様
と
一
緒
に
宿
泊
予
約

を
さ
れ
、
私
た
ち
も
準
備
に
最
善
を
尽
く
し

て
、
当
日
、
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
で
フ
ラ
ダ
ン

ス
を
踊
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
父
様
は

I N T E R V I E W

しごとインタビュー
………………………連載

星
野　

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
は
、
お
客
様
の
ご

要
望
を
レ
ス
ト
ラ
ン
や
タ
ク
シ
ー
会
社
な
ど

様
々
な
関
係
先
に
お
伝
え
す
る
と
い
う
役
割

を
担
っ
て
い
て
、
自
分
だ
け
で
完
結
す
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
関

係
先
の
方
々
と
接
す
る
際
も
丁
寧
な
対
応
を

心
が
け
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
お

客
様
が
利
用
さ
れ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
や
タ
ク

シ
ー
会
社
が
的
確
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
に
つ
な
が
り
、
よ
り
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

実
現
す
る
た
め
の
人
脈
を
つ
く
る
こ
と
に
も

な
る
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
お
い
し
い
と
評
判
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
も
英
語
の
メ
ニ
ュ
ー
が
置
い
て
あ
る
か
ど

う
か
、
新
し
く
で
き
た
商
業
施
設
に
は
ど
ん

な
お
店
が
入
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
な
ど
、

普
段
か
ら
の
情
報
収
集
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
習
慣
が
身
に
付
い
て
い
る
た
め

か
、
街
を
歩
い
て
い
る
と
き
も
、
い
つ
の
間

に
か「
お
客
様
に
役
立
つ
こ
と
は
な
い
だ
ろ

う
か
」と
い
う
目
線
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
チ
ー
ム
の
チ
ー
フ

と
し
て
、
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
に
は
常
日
頃
か

ら「
想
像
力
を
働
か
せ
て
仕
事
を
し
よ
う
」

と
伝
え
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
あ
る
対
応
を

し
た
と
き
に
お
客
様
は
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
の
だ
ろ
う
か
と
想
像
し
て
み
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

例
え
ば
メ
ー
ル
を
お
送
り
す
る
際
に
、
こ

う
し
た
表
現
で
は
相
手
は
ど
の
よ
う
な
印
象

を
持
つ
だ
ろ
う
か
と
想
像
し
て
み
る
、
ま
た

チ
ー
ム
内
で
引
継
ぎ
を
す
る
場
合
も
、
ど
の

よ
う
な
伝
え
方
を
す
れ
ば
お
客
様
に
ご
迷
惑

を
か
け
ず
に
仕
事
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
の
か

を
想
像
し
て
み
る
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
私
自

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
場
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
他

の
お
客
様
も
感
激
し
な
が
ら
ご
覧
に
な
り
、

と
て
も
感
動
的
な
時
間
と
場
所
に
な
り
ま
し

た
。
私
は
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
は
お
客
様
の

思
い
を
実
現
す
る
お
手
伝
い
が
で
き
る
仕
事

な
ん
だ
と
改
め
て
胸
に
刻
み
ま
し
た
。

―
―
お
仕
事
の
難
し
さ
を
感
じ
る
の
は
ど
ん

な
と
き
で
し
ょ
う
か
。

星
野　

私
た
ち
の
仕
事
は
ホ
テ
ル
の
業
績

向
上
に
貢
献
し
て
い
る
と
自
負
は
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
成
果
を
数
値
で
示
し
に
く
い
の

も
事
実
で
す
。
そ
の
た
め
、
会
社
に
対
す
る

貢
献
度
を
理
解
し
て
も
ら
う
の
は
な
か
な
か

難
し
い
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。
私
は
ホ

テ
ル
全
体
の
評
価
が
上
が
っ
た
り
、
リ
ピ
ー

タ
ー
の
お
客
様
が
増
え
て
い
る
事
例
な
ど
を

と
お
し
て
、
私
た
ち
の
仕
事
の
成
果
と
必
要

性
を
理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。

―
―
こ
れ
か
ら
ホ
テ
ル
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

と
し
て
働
き
た
い
と
考
え
て
い
る
若
者
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

星
野　

お
客
様
の
ご
要
望
に
１
０
０
パ
ー
セ

ン
ト
応
え
る
だ
け
な
ら
Ａ
Ｉ
で
も
で
き
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
私
た
ち
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
は
、
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
に
満
足
せ

ず
、
そ
れ
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。「
プ
ラ
ス
ワ
ン
」

の
心
遣
い
で
お
客
様
の
ご
要
望
以
上
に
お
応

え
す
る
。
そ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
て
こ

そ
、
お
客
様
か
ら「
感
動
し
ま
し
た
、
ま
た

こ
の
ホ
テ
ル
に
来
ま
す
」と
い
う
お
言
葉
を

い
た
だ
け
る
の
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
ホ
テ
ル

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
は
や
り
が
い
も
あ
る
し
、

楽
し
い
仕
事
で
す
。

お客様から「また来ます」と
お声をかけていただけること
が喜びと語る星野さん。

▼ザ・カハラ・ホテル＆リゾート 横浜
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設置・運営●高知県
所 在 地●高知市仁井田1188番地
訓 練 課 程●�機械加工科・溶接科・オートボディ科・電気工事科・

自動車整備科・配管科

高知県立高知高等技術学校

「技術で、生きてく。」
――社会に求められる技術を持った人材育成のために

職 業 能 力 開 発 の 現 場 か ら連載

高
知
県
立
高
知
高
等
技
術
学
校
は
、
高
知

県
が
設
置
・
運
営
し
て
い
る
職
業
能
力
開
発

校
で
、
坂
本
龍
馬
像
の
あ
る「
月
の
名
所
」

桂
浜
の
近
く
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

普
通
課
程
の
訓
練
と
し
て
、
高
卒
者
対
象

の
６
コ
ー
ス（
機
械
加
工
科
、溶
接
科
、オ
ー

ト
ボ
デ
ィ
科
、
電
気
工
事
科
、
自
動
車
整
備

科
、
配
管
科
）、
中
卒
者
対
象
の
１
コ
ー
ス

（
オ
ー
ト
ボ
デ
ィ
科
）
が
あ
る
。
令
和
４
年

度
よ
り
、
受
検
資
格
の
年
齢
制
限
を
撤
廃
し

た
こ
と
に
よ
り
、
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
の
た

め
の
資
格
取
得
を
目
指
し
て
60
歳
以
上
の
訓

練
生
も
在
籍
し
て
い
る
。

ま
た
求
職
者
支
援
の
た
め
の
委
託
訓
練
や

在
職
者
に
対
す
る
技
能
向
上
の
た
め
の
職
業

訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

特
徴
的
な
取
組

本
校
は「
技
術
で
、
生
き
て
く
。」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
、
そ
う
決
意
し
た
入
校
生
が
、

社
会
で
よ
り
大
き
く
活
躍
で
き
る
よ
う
人

材
育
成
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
地
域
社

会
と
も
連
携
し
、
も
の
づ
く
り
技
術
を
広
く

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
次
の
よ
う
な

特
徴
あ
る
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

①
バ
ス
に
よ
る
高
校
生
の
見
学
ツ
ア
ー

県
内
高
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と
し

て
、
本
校
の
見
学
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
令
和
４
年
度
は
８
校
が
来
校
し
、
各

コ
ー
ス
の
見
学
及
び
体
験
実
習
を
経
験
し
て

い
た
だ
い
た
。

②
出
前
授
業

県
内
工
業
系
の
高
校
へ
、
そ
の
学
校
の
卒

業
生
を
は
じ
め
と
し
た
訓
練
生
を
同
行
さ

せ
、
溶
接
等
の
技
術
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
他
の
普
通
科
や
定
時
制
高
校
へ

は
、
冷
蔵
庫
用
マ
グ
ネ
ッ
ト
の
塗
装
実
習
、

塩
ビ
管
に
よ
る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
の
製
作
、

自
動
車
の
構
造
に
つ
い
て
の
講
習
を
行
う
な

ど
、
昨
年
度
は
７
件
の
出
前
授
業
を
実
施
し

た
。

③
技
能
者
養
成
コ
ー
ス

　
（
普
通
課
程
と
学
ぶ
長
期
在
職
者
訓
練
）

溶
接
科
、
機
械
加
工
科
の
普
通
課
程
の
欠

員
枠
を
利
用
し
て
、
４
月
当
初
よ
り
在
職
者

訓
練
を
実
施
し
、
本
校
の
新
入
生
と
一
緒
に

約
３
カ
月
間
の
職
業
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

　

県
内
企
業
の
新
入
社
員
の
方
に
ご
利
用
い

た
だ
き
、
各
種
特
別
教
育
や
技
能
講
習
の
取

得
、
各
種
溶
接
法
の
基
礎
及
び
普
通
旋
盤
や

フ
ラ
イ
ス
盤
の
操
作
方
法
の
基
礎
を
訓
練
し

て
い
る
。

④
異
業
種
と
の
連
携

　
（
日
本
政
策
金
融
公
庫
と
の
取
組
）

昨
年
度
か
ら
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
高
知

支
店
と
連
携
し
、
公
庫
の
若
手
職
員
に
普
通

旋
盤
と
フ
ラ
イ
ス
盤
の
切
削
加
工
を
実
際
に

体
験
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。「
自
分
が
担

当
す
る
企
業
の
技
術
や
機
械
の
こ
と
を
知
ら

ず
に
対
応
し
て
い
る
職
員
が
多
く
な
っ
て
い

る
」
と
い
う
実
情
を
知
っ
た
こ
と
が
取
組
の

き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。

本
校
と
し
て
も
、
広
く
県
内
企
業
に
学
校

の
こ
と
を
紹
介
し
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
、
異
業
種
と
の
連
携
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

⑤
メ
デ
ィ
ア
ツ
ア
ー

高
知
労
働
局
職
業
安
定
部
訓
練
課
や
高
知

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
、
本
校
に
お
い
て
、
高

知
県
内
の
メ
デ
ィ
ア
の
方
に
職
業
訓
練
を
体

験
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
企
画
が
あ
る
。

昨
年
度
は
本
校
を
会
場
と
し
て
開
催
し
、

３
つ
の
テ
レ
ビ
局
が
来
校
し
、
夕
方
や
夜
の

ニ
ュ
ー
ス
、
番
組
の
コ
ー
ナ
ー
の
一
つ
と
し

て
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
実
際
に
溶
接
を
行
う

場
面
な
ど
を
放
送
し
て
い
た
だ
い
た
。

訓
練
生
の
声（
配
管
科
１
年
谷
岡
舞
美
さ
ん
）

「
高
校
３
年
生
時
、
進
路
に
つ
い
て
考
え

て
い
る
と
、
配
管
科
Ｏ
Ｂ
の
兄
に『
１
年
間

で
多
く
の
資
格
が
取
得
で
き
る
』
と
勧
め
ら

れ
た
。
高
校
で
土
木
科
を
専
攻
し
て
い
た
私

に
と
っ
て
も
配
管
科
は
、
専
門
性
を
生
か
せ

る
可
能
性
を
感
じ
た
。
現
在
は
、
液
化
石
油

ガ
ス
設
備
士
の
学
科
試
験
に
合
格
し
、
実
技

の
合
格
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
。
仲

の
よ
い
同
級
生
と
お
兄
さ
ん
的
、
お
父
さ
ん

的
な
二
人
の
指
導
員
に
囲
ま
れ
て
楽
し
く
訓

練
し
て
い
る
。」

今
後
の
課
題

近
年
、
少
子
化
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、

年
々
、
入
校
希
望
者
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

ま
た
、
出
前
授
業
の
際
に「
高
知
高
等
技
術

学
校
の
名
前
を
聞
い
た
こ
と
あ
る
人
」
と
高

校
生
に
尋
ね
て
も
、
ほ
と
ん
ど
手
が
上
が
ら

な
い
と
い
っ
た
状
況
も
あ
り
、
本
校
の
知
名

度
向
上
が
当
面
の
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

（
副
校
長　

岡
本
幸
）
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わ が 社 の 人 材 開 発
連載株式会社セーフティ＆ベル

わが社の人材開発

本社所在地●東京都品川区
事 業 内 容●�集合住宅向けインターホン、オートロック化、非接触キーシステム、

自動火災報知システム、ビル出入管理システムなどの企画・販売・施工
従 業 員 数●106名（2023年9月現在）

経
歴
を
問
わ
ず
成
長
で
き
る

人
材
育
成
制
度
を
整
備

株
式
会
社
セ
ー
フ
テ
ィ
＆
ベ
ル
は
、

１
９
６
９
年
に
個
人
企
業「
信
洋
電
気
」と

し
て
発
足
し
、
１
９
７
１
年
の
法
人
化
を
経

て
、
１
９
８
８
年
に
現
在
の
社
名
と
な
り
ま

し
た
。
中
心
と
な
る
業
務
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン

や
ビ
ル
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
な
ど
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
機
器
の
設
置
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
で
す
。
高
機
能
化
が
著
し

い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
器
の
関
連
工
事
に
お
い

て
、
高
い
技
術
力
を
持
つ
同
社
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
は
大
き
く
、
と
り
わ
け
イ
ン
タ
ー
ホ

ン
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
で
は
業
界
ト
ッ
プ

の
業
績
を
誇
り
ま
す
。

同
社
の
最
近
10
年
間
の
成
長
は
目
覚
ま

し
く
、
社
員
数
も
増
え
ま
し
た
。
そ
う
し
た

中
で
人
材
育
成
制
度
の
整
備
に
力
を
入
れ
、

「
令
和
４
年
度
東
京
都
中
小
企
業
技
能
人
材

育
成
大
賞
知
事
賞
」に
お
い
て「
奨
励
賞
」を

受
賞
し
ま
し
た
。

同
社
の
人
材
確
保
は
大
企
業
と
比
べ
る

と
難
し
い
の
が
実
情
で
、
中
途
採
用
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
本
部
人
事

部
長
兼
人
事
労
務
課
長
の
稲
葉
浩
さ
ん
は
、

「
人
材
確
保
が
難
し
い
か
ら
こ
そ
、
採
用
し

た
人
間
を
し
っ
か
り
と
育
て
る
こ
と
が
と
て

も
大
切
で
、
確
か
な
人
材
育
成
の
仕
組
み
が

必
要
な
の
で
す
。
ま
た
そ
う
し
た
仕
組
み
が

あ
れ
ば
、
建
設
業
の
経
験
が
な
く
不
安
を
抱

く
求
職
者
に
も『
大
丈
夫
』と
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
人
材
を
確
保

す
る
だ
け
で
な
く
、
新
入
社
員
が
成
長
し
、

定
着
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が

大
切
」と
話
し
ま
す
。

同
社
で
は
応
募
者
の
前
歴
を
問
わ
ず
採

用
を
行
っ
て
お
り
、
実
際
に
様
々
な
経
歴
を

持
つ
人
が
入
社
し
、
活
躍
し
て
い
ま
す
。

「
当
社
で
は
、
ど
ん
な
経
歴
で
あ
っ
て
も

十
分
に
活
躍
で
き
る
よ
う
に
人
材
育
成
制
度

を
整
え
、
研
修
環
境
の
拡
充
を
図
っ
て
き
ま

し
た
」（
稲
葉
さ
ん
）

そ
の
一
つ
が「
弱
電
ア
カ
デ
ミ
ー
」と
い

う
研
修
環
境
設
備
の
設
置
で
す
。こ
こ
で
は
、

建
設
業
未
経
験
の
人
も
実
際
の
工
事
に
即
し

た
内
容
の
実
習
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
現
場
で
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
や

戸
惑
っ
た
こ
と
な
ど
も「
弱
電
ア
カ
デ
ミ
ー
」

を
利
用
し
て
振
り
返
り
を
行
い
、
仕
事
の
腕

を
磨
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
複
線
型
人
事
制
度
」を
構
築
し
、

職
位
と
ス
キ
ル
の
関
係
性
を
明
示

セ
ー
フ
テ
ィ
＆
ベ
ル
の
社
員
は
、
お
客

様
の
自
宅
を
訪
問
し
て
仕
事
を
す
る
こ
と

が
多
く
、
そ
れ
だ
け
に
お
客
様
に
不
快
な

思
い
を
与
え
な
い
対
応
が
大
切
で
す
。
そ

こ
で
同
社
で
は
、
若
手
社
員
が
中
心
と
な
っ

て
議
論
を
重
ね
、
考
え
方
や
基
本
的
行
動

を
ま
と
め
た
独
自
の「
Ｃ
Ｓ
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」を
作
成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
業
界
で

も
珍
し
い
取
り
組
み
で
、Ｃ
Ｓ（
顧
客
満
足
）

を
意
識
し
た
対
応
を
心
が
け
る
こ
と
で
、

き
め
細
か
く
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
実
現
す

る
た
め
の
提
案
を
行
う
と
い
う
営
業
力
の

向
上
に
も
結
び
付
い
て
い
ま
す
。

同
社
で
は
入
社
年
数
や
職
位
な
ど
に
応

じ
て
、
段
階
別
の
研
修
制
度
が
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
基
本
に
あ
る
の
は
、
宇

佐
美
聡
代
表
取
締
役
社
長
の「
社
員
一
人

ひ
と
り
が
セ
ー
フ
テ
ィ
＆
ベ
ル
ら
し
い
働

き
方
を
追
究
し
て
い
く
」と
い
う
視
点
と
、

「
日
々
の
業
務
を
通
じ
て
、
会
社
の
一
員
で

あ
る
こ
と
や
、
や
り
が
い
を
抱
く
気
持
ち

を
大
切
に
す
る
」と
い
う
考
え
方
で
す
。

そ
し
て
社
員
一
人
ひ
と
り
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
て
働
き
方
を
選
べ
る
よ

う「
複
線
型
人
事
制
度
」を
構
築
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
そ
の
時
々
で
自
分
の
働
き
方

を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
関
わ
る
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る
道
、

あ
る
い
は
営
業
や
技
術
の
分
野
で
専
門
的

な
ス
キ
ル
を
磨
き
、
そ
れ
を
後
輩
に
伝
承
し

て
い
く
道
な
ど
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
人
事
評
価
制
度
も
、
経
営
方
針
や

中
期
経
営
計
画
に
基
づ
い
て
各
自
の
目
標

達
成
の
度
合
い
を
評
価
す
る「
貢
献
度
評

価
」と
、
資
格
ご
と
に
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル

を
明
文
化
し
て
社
員
が
共
有
し
、
そ
れ
を

ど
れ
だ
け
修
得
で
き
た
か
を
評
価
す
る「
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
評
価
」の
２
つ
の
視
点
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
そ
れ
ぞ
れ
の
職
位
に
必
要
な
ス
キ
ル
を

明
確
に
し
ま
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の

『
見
え
る
化
』に
よ
り
、
社
員
は
目
標
を
実

現
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要
か
を
認
識
す

る
こ
と
が
で
き
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」（
稲
葉
さ
ん
）

同
社
で
は
研
修
に
エ
ニ
ア
グ
ラ
ム
を
取

り
入
れ
、
自
分
の
特
性
や
他
者
と
の
関
係

性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
異
な
る
世
代
や

上
司
と
部
下
と
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
取
り
組
み
も
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
稲
葉
さ
ん
は「
社
内
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す
る
だ
け
で
な
く
、

自
分
を
高
め
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
間
に

成
長
し
て
ほ
し
い
」と
語
り
ま
す
。

独自の「CSガイドブック」を作成 「弱電アカデミー」での研修

様々な施策と人材育成制度で、
社員意識の活性化と定着を図る
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コロナ禍を経て学んだ研修のあり方・考え方

は
じ
め
ま
し
て
。
ご
縁
あ
っ
て
、
今
回
か

ら
４
回
連
載
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
３
つ
の
会
社
で
人
事
・
研
修
に

関
わ
っ
た
知
見
に
加
え
て
、
自
ら
も
研
修
講

師
と
し
て
受
講
者
と
向
き
合
っ
た
経
験
を
交

え
て
ご
紹
介
す
る
こ
と
で
、
人
材
育
成
や
研

修
運
営
に
日
々
思
い
巡
ら
せ
て
い
る
皆
さ
ん

の
少
し
で
も
お
役
立
ち
が
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
数
年
は
人
材
育
成
を
担
う

我
々
に
と
っ
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
を
大
き
く
受
け
ま
し
た
。
感
染
状
況

が
変
化
す
る
た
び
に
研
修
を
実
施
す
る
か
気

を
揉
ん
だ
り
、
感
染
者
へ
の
対
応
な
ど
、
多

く
の
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
。
５
類
に
移
行
し

た
今
も
対
応
が
続
い
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
変
化
対
応
し
、

学
ん
だ
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の

一
つ
が「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
そ
れ
な
り
の
研

修
提
供
が
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？　

も
ち
ろ
ん
、
コ
ロ
ナ
流
行

以
前
も
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
や
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ

は
あ
り
ま
し
た
が
、「
研
修
は
会
場
に
集
ま
っ

て
実
施
す
る
も
の
」「
リ
ア
ル
で
の
研
修
に
は

か
な
わ
な
い
」と
多
く
の
人
が
思
っ
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
コ
ロ
ナ
で
否
応
な
く
オ
ン

ラ
イ
ン
研
修
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
い

ざ
や
っ
て
み
る
と「
あ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

も
意
外
に
で
き
る
」と
気
づ
い
た
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
こ
こ
に
気
を
つ
け
る
べ
き
ポ
イ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
可

能
な
研
修
と
そ
う
で
な
い
研
修
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
講
義
中
心
の
内
容

で
あ
れ
ば
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
十
分
に
目
的
を

果
た
せ
ま
す
し
、
特
に
拠
点
が
各
地
に
点
在

し
て
い
る
組
織
の
場
合
に
効
果
を
発
揮
し
ま

す
。
研
修
会
場
の
確
保
や
研
修
会
場
ま
で
の

旅
費
交
通
費
が
低
減
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
も
生

ま
れ
ま
す
。

一
方
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
の
議
論
や
意

見
交
換
が
多
い
研
修
は
、
リ
ア
ル
の
ほ
う
が

効
果
が
高
ま
り
や
す
い
と
感
じ
ま
す
。
オ
ン

ラ
イ
ン
で
も
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
を

使
っ
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
で
き
ま
す
が
、

講
師
は
ど
こ
か
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
に「
入
る
・

聴
く
・
出
る
」
を
繰
り
返
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
リ
ア
ル
の
研
修
で
あ
れ
ば
、「
あ
、

あ
の
班
は
意
見
が
出
て
な
い
な
」「
特
定
の

子
ば
か
り
話
し
て
い
る
な
」
と
感
じ
取
っ
て

サ
ッ
と
介
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
は
そ
う
も
い
き
ま
せ
ん
。ま
た
、

工
場
の
現
場
長
研
修
の
よ
う
に
、
日
頃
会
う

機
会
の
な
い
者
同
士
が
集
ま
っ
て
議
論
す
る

よ
う
な
研
修
も
、
リ
ア
ル
の
ほ
う
が
講
師
が

ス
ム
ー
ズ
に
入
れ
る
実
感
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
い
う
点
を
理
解
し
て
研

修
を
企
画
・
実
施
し
て
い
る
人
が
意
外
と
少

な
い
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
社

内
外
の
様
々
な
方
と
話
を
す
る
と
、「
コ
ス

ト
が
減
る
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
」「
オ
ン
ラ
イ

ン
は
隠
れ
て
サ
ボ
る
か
ら
リ
ア
ル
」
な
ど
の

発
言
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
、
残
念
に
思
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

大
事
な
こ
と
は
、「
研
修
目
的
が
何
な
の

か
、
ど
ん
な
内
容
な
の
か
」
を
起
点
に
、
オ

ン
ラ
イ
ン
と
リ
ア
ル
の
ど
ち
ら
が
適
し
て
い

る
の
か
と
い
う
視
点
で
研
修
の
実
施
を
考
え

る
こ
と
だ
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
の
最
近
の
工
夫
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
研
修

の
オ
ン
ラ
イ
ン
実
施
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
見
つ
め
、
今
後
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
自
己
内
省
型
な
の
で
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
も
目
的
を
果
た
し
や
す
い
。
し
か

し
、
他
の
人
の
考
え
を
聴
い
て
参
考
に
す
る

と
い
う
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
表
層
的
に
な
り

や
す
い
こ
と
と
、
作
成
し
た
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ

ン
を
確
認
す
る
の
が
容
易
で
な
い
と
い
う
課

題
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
に
、
研
修
後
に

個
別
面
談（
注
：
セ
ル
フ
・
キ
ャ
リ
ア
ド
ッ
ク

面
談
）
を
組
み
合
わ
せ
、
作
成
し
た
キ
ャ
リ

ア
プ
ラ
ン
を
面
談
の
場
で
共
有
し
な
が
ら
対

話
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
今

春
立
ち
上
げ
た
社
内
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
面
談
と
の
連
携
が
役

に
立
ち
ま
し
た
。受
講
者
全
員
と
の
面
談
は
、

少
々
骨
が
折
れ
ま
し
た
が
、
結
果
、
海
外
赴

任
者
も
含
め
研
修
を
実
施
で
き
た
だ
け
で
な

く
、
受
講
者
の
理
解
度
が
向
上
し
、「
こ
れ

で
い
い
ん
だ
と
わ
か
っ
て
ス
ッ
キ
リ
し
ま
し

た
」
な
ど
の
評
価
も
も
ら
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン

の
良
さ
を
う
ま
く
活
か
し
た
研
修
と
な
り
ま

し
た
。

人
材
育
成
に
関
わ
る
者
だ
か
ら
こ
そ
、
受

講
者
の
た
め
を
思
う「
受
講
者
主
役
」に
立
っ

て
、
研
修
の
意
味
と
効
果
に
こ
だ
わ
り
を
持

ち
た
い
、
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

他
に
も
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
変
わ
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
受
講
者
の
意
識
や
様
子
の
変

化
で
す
。
特
に
新
卒
入
社
者
の
オ
ン
ボ
ー

デ
ィ
ン
グ
は
大
き
く
影
響
を
受
け
ま
し
た

し
、
我
々
は
そ
こ
を
よ
く
理
解
し
て
対
応
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。こ
れ
に
つ
い
て
、

次
回
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
注
）セ
ル
フ
・
キ
ャ
リ
ア
ド
ッ
ク

　

企
業
が
そ
の
人
材
育
成
ビ
ジ
ョ
ン
・
方
針
に

基
づ
き
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
面
談

と
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
研
修
な
ど
を
組
み
合
わ
せ

て
、
体
系
的
・
定
期
的
に
従
業
員
の
支
援
を
実

施
し
、
従
業
員
の
主
体
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
を

促
進
・
支
援
す
る
総
合
的
な
取
組
み
、
ま
た
、

そ
の
た
め
の
企
業
内
の「
仕
組
み
」。
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１　

本
学
の
概
要

本
学
は
１
９
０
３
年
、
当
時
の
東
京
市
浅

草
区
に
東
京
商
工
学
校
と
し
て
生
ま
れ
ま
し

た
。
技
術
や
商
い
は
丁
稚
奉
公
で
学
ぶ
と
い

う
時
代
に
、
近
代
的
な
学
校
教
育
で
現
場
の

技
術
者
、
指
導
者
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
誕
生
し
た
学
校
で
す
。
そ
の
後
、
埼
玉

県
に
移
転
し
、
高
専
制
度
発
足
の
１
９
６
２

年
に
聖
橋
工
業
高
等
専
門
学
校
と
な
り
、

１
９
７
６
年
に
４
年
制
大
学
化
を
果
た
し
ま

し
た
。
な
お
、
本
学
は
東
京
都
文
京
区
の
浄

土
宗
寺
院
を
経
営
母
体
と
す
る
、
日
本
で
唯

一
の
仏
教
系
工
業
大
学
で
も
あ
り
、「
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
の
融
合
と
調

和
」と
い
う
理
念
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
工
学
部
に
機
械
工
学
科（
機
械

工
学
専
攻
、ロ
ボ
ッ
ト・ス
マ
ー
ト
機
械
専
攻
）、

生
命
環
境
化
学
科（
バ
イ
オ・環
境
科
学
専
攻
、

応
用
化
学
専
攻
）、
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科（
Ｉ

Ｔ
専
攻
、
Ａ
Ｉ
専
攻
、
電
気
電
子
専
攻
）、
人

間
社
会
学
部
に
情
報
社
会
学
科（
経
営
シ
ス

テ
ム
専
攻
、
メ
デ
ィ
ア
文
化
専
攻
）、
心
理
学

科（
臨
床
心
理
専
攻
、
ビ
ジ
ネ
ス
心
理
専
攻
）

の
２
学
部
５
学
科
11
専
攻
を
擁
し
ま
す
。

近
年
最
も
注
目
を
集
め
て
い
る
研
究
は
、

自
動
運
転
技
術
で
、
す
で
に
国
内
各
地
で
試

験
走
行
を
重
ね
、
大
学
と
最
寄
り
駅
の
間
を

走
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
し
て
大
型
自
動
運
転

バ
ス
の
公
道
走
行
も
実
現
し
て
い
ま
す
。
こ

の
研
究
は
、
日
本
で
唯
一
の
Ａ
Ｉ
専
攻
の
研

究
者
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

２�　

就
職
実
績

本
学
に
入
学
す
る
学
生
の
中
に
は
、
研
究

や
学
生
生
活
の
充
実
を
求
め
る
と
同
時
に
、

就
職
の
強
さ
に
ひ
か
れ
て
入
学
す
る
学
生
も

多
く
存
在
し
ま
す
。
大
学
院
進
学
希
望
者
等

を
除
く
就
職
希
望
者
に
占
め
る
就
職
率
は
６

年
連
続
で
98
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
そ
の
就

職
先
の
多
く
は
、
製
造
業
の
集
積
地
北
関
東

を
中
心
と
す
る
地
元
の
有
力
企
業
で
す
。
ま

た
、
大
学
通
信
社
が
集
計・発
表
す
る
有
名
企

業
へ
の
就
職
率
も
２
０
２
１
年
か
ら
３
年
連

続
で
国
内
全
大
学
中
ベ
ス
ト
１
０
０
位
に
ラ

ン
ク
イ
ン
し
て
お
り
、
国
内
外
の
有
力
企
業

へ
も
毎
年
多
く
の
学
生
が
就
職
し
て
い
ま
す
。

機
械
工
学
専
攻
の
学
生
は
重
工
業
の
企
業
、

完
成
車
メ
ー
カ
ー
、
精
密
機
械
メ
ー
カ
ー
な
ど

へ
、
応
用
化
学
専
攻
の
学
生
は
総
合
化
学
メ
ー

カ
ー
や
食
品
メ
ー
カ
ー
へ
、
電
気
電
子
専
攻
の

学
生
は
重
電
、
家
電
の
各
メ
ー
カ
ー
な
ど
へ

と
専
門
分
野
の
業
界
に
就
職
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
近
年
、
多
く
の
企
業
が
業
務
の

Ｉ
Ｔ
化
を
目
指
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｔ
専
攻
、
Ａ
Ｉ

専
攻
、
経
営
シ
ス
テ
ム
専
攻
の
学
生
は
業
界

を
問
わ
ず
様
々
な
企
業
に
就
職
し
て
い
ま
す
。

３　

キ
ャ
リ
ア
教
育

本
学
で
は
制
度
上
、
工
学
部
の
生
命
環
境

化
学
科
と
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
の
学
生
は

１
、３
年
次
に
キ
ャ
リ
ア
科
目
を
必
修
で
受

講
し
ま
す
。
ま
た
、
機
械
工
学
科
の
学
生
は

１
年
次
に
選
択
で
、
３
年
次
は
必
修
で
履
修

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
人
間
社
会
学
部
の
情
報

社
会
学
科
、
心
理
学
科
の
学
生
は
２
、３
年

次
に
選
択
で
履
修
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
実

態
と
し
て
は
全
学
科
の
多
く
の
学
生
が
、１
、

２
年
次
に
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
関
す
る
基
礎
科

目
を
、
３
年
次
に
応
用
科
目
を
履
修
し
て
お

り
、
早
い
段
階
か
ら
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
全
学
の
３
年
生
を
対
象
と
し
て

後
期
に
開
講
し
て
い
る
選
択
の
キ
ャ
リ
ア
科

目
に
は
、
大
手
企
業
へ
の
就
職
を
本
気
で
目

指
す
学
生
が
集
ま
り
、
熱
心
に
講
義
を
履
修

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
講
義
は
す
べ
て
、

民
間
企
業
出
身
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

専
任
教
員
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

４　

就
職
支
援
体
制

本
学
で
は
、
就
職
課
の
職
員
が
学
科
担
当

制
で
そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
の
学
生
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
学
年
５
０
０
人
程
度
の
小
規
模

大
学
で
あ
る
強
み
を
生
か
し
て
、
職
員
は
担

当
学
科
の
学
生
の
全
員
面
談
も
実
施
し
て
お

り
、
職
員
と
学
生
の
間
で
顔
の
見
え
る
関
係

を
構
築
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
と
並
行
し
て
、
学
部
各
学
科
と
大
学

院
各
専
攻
の
就
職
担
当
教
員
が
集
ま
っ
て
就

職
委
員
会
を
形
成
し
て
お
り
、
そ
の
就
職
担

当
教
員
と
就
職
課
の
学
科
担
当
職
員
が
協
力

し
て
、学
生
の
就
職
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

学
生
の
相
談
に
乗
る
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
も
複
数
常
駐
し
て
い
ま
す
。
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
方
々
は
学
生
に
と
っ
て
は
頼
り
に
な

る
相
談
相
手
で
、
面
談
の
予
約
枠
は
勢
い
よ

く
埋
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
教
員

は
、
２
０
１
２
年
の
セ
ン
タ
ー
発
足
以
来
、

国
内
外
の
大
手
有
力
企
業
へ
の
就
職
を
目
指

す
全
学
科
の
学
生
を
対
象
に
個
別
指
導
を

行
っ
て
お
り
、
年
々
大
手
企
業
へ
の
就
職
者

数
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
創
立
１
２
０
年
の
歴
史
を
も
つ

本
学
の
卒
業
生
の
働
き
ぶ
り
は
多
く
の
企
業

様
か
ら
ご
評
価
い
た
だ
い
て
お
り
、
地
元
企

業
、グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
採
用
担
当
者
様
が
、

毎
年
本
学
の
学
生
の
採
用
に
お
力
添
え
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
卒
業
生
の
方
々
も
、

経
営
幹
部
と
し
て
ま
た
は
リ
ク
ル
ー
タ
ー
と

し
て
頻
繁
に
大
学
に
お
見
え
に
な
り
、
学
生

た
ち
に
ご
助
言
を
く
だ
さ
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
就
職
課
職
員
、
学
科
の
就
職
担

当
教
員
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
キ
ャ

リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
教
員
と
、
卒
業
研
究

を
担
当
す
る
各
学
科
の
教
員
が
連
携
し
て
学

内
で
学
生
の
就
職
活
動
を
強
力
に
支
援
し
て

い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
卒
業
生
や
採
用
企

業
の
皆
様
に
も
学
外
か
ら
支
え
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
が
、「
就
職
に
強
い

埼
玉
工
業
大
学
」と
い
う
評
価
と
な
っ
て
学

生
募
集
を
下
支
え
し
て
い
ま
す
。

就職に強い埼玉工業大学
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臨床心理士／公認心理師　金屋光彦

大切な影、おかげさまの精神
～影を尊重しない競争社会、よい子の暴発事件を考える～

1 光と影
陽光は明るいほど、その影はいっそう暗くなる。また、物

体は影を伴って、はじめて立体的に立ち現れる。

19世紀のドイツで書かれた『影をなくした男』（シャミッ

ソー著）は、影を失うことで不幸を味わう青年の物語である。

当時大きな反響を呼び、その後各国で翻訳出版された。

ユングは心の影を、「自らが受け入れがたい負の心的内容」

とし、普遍的無意識の一つと定義した。具体的には、弱み、

嫉妬、怒り、しくじり、卑俗さ等を指す。この心の影とどう

向き合うか、それによって人生の明暗が決定する。

自らの影を上手に取り込めれば、人格の奥行きが増し、個

性化が進む。一方、影に翻弄されると、多くの不幸を招く。

2 危機的状況で影の取り込みに失敗した事件
　2021年10月末日、東京の京王線電車内で乗客17人が重

軽傷を負った無差別刺傷事件が起こった。犯人の服部恭太（当

時24歳）は「大量殺人を計画し、自分も死刑になりたかった」

と動機を語った。凶悪事件を犯した彼だが、育った福岡市の

地元では、よい子との評判だった。

　息子が彼と小中学校で同級生だった母親は、「事件が信じら

れない。両手いっぱい買い物袋を抱えた私に“持ちましょうか”

と言ってくれた、元々は穏やかで心優しい子。何があったか

知りたい」。地元記者も「出てくるのは、みな“いい子だった。

事件を起こしたなんて信じられない”の証言ばかり」と語る。

　彼は犯行3カ月前に「初めて認められた職場」だった会社を

トラブルで退職。また、8年間交際し心の支えだった女性と

も別れていた。愛する人の喪失に加え、居場所だった職場も

失った服部被告は、人生の危機に遭遇していたといえる。

3 影を失い、追い込まれる子どもたち　
　カウンセリングも、自分の影を人格の中へ統合しようとす

る営みである。

　特に人生の危機の時が、影と向き合う好機となる。その影

をうまく内面化できれば、人格の奥行きが増し成長できる。

一方、影の取り込みに失敗すると、他者への投影が起こる。

受け入れがたい自らの性質を、他者へ投げ入れるのだ。集団

では、ナチスによるユダヤ人迫害がその典型といえる。

　学校では、異質で同調しない子が狙われる。例えば課題を

やってこない生徒。一人親のヤングケアラーである生徒の場

合、幼い弟妹の世話やバイト等で忙しく、課題をやる余裕が

ない。しかし、その事情は考慮されず、クラスの同質性を脅

かす者として批判され、いじめの標的にされることも多い。

　このいじめ認知件数は、10年前の約18万件から、約68

万件（文科省2022）と3倍以上に増えた。さらに小中高生の

自殺者数も、514人（厚労省2022）と過去最高である。

　なぜ、これ程子ども達は不安とストレスにまみれているの

か？　その一因には、大人の側が、子どもに“よい子”の面だ

けを求めすぎていることにあると思う。

　よい子以外の性質を認めないならば、子どもは親や教師に

見捨てられないために、よい子以外の面は無意識に押し込め

てしまう。その蓄積された不満のマグマは、他者へ投影され

るか、自我が目覚める思春期以降の危機的状況で噴出する。

その一端が、凶悪犯罪である。

　「親には迷惑かけられない」と最近よく子ども達は口にす

る。親も教師もタフな職場で日々疲弊し、余裕がない。そん

な大人を見て、甘えずに我慢する子ども達。子育てには心の

余裕が必要だが、子どもも大人も追い詰められているのが現

状だ。

4 影を失った背景とおかげさまの日本精神
　今は、目に見える成果が重視される競争社会。非効率的で

あいまいな負の面は排除され、「０か１か」の単一で平板な社

会になっている。いわば、影を失っているともいえよう。

　その原因の背景には、人智を超える大いなるものへの畏敬

と、自分の命が見知らぬ他者や自然によって生かされている

感覚の喪失があるのではないだろうか？

　日本社会には古くから、“おかげさま（御陰様）”の精神が息

づいてきた。自然豊かで災害も多い日本は、森羅万象に神が

宿ると信じ、畏怖と感謝の思いを抱いてきた。

　また、ご飯が食べられるのは、農業を営む人はじめ作物を

運ぶ運送業の人、そして売ってくれるお店の人等、知らない

多くの働く人たちの御陰である。

　この大いなる自然の深遠さと不可思議さや、目に見えない

無数の他者との繋がりといった尊いものがこの世には存在す

ること、それらの精神を忘れた社会になっているのではない

だろうか？

　最初に触れた『影をなくした男』の物語は、主人公シュレ

ミールの次の象徴的な言葉で終わるのである。

　「よりよき自己に即して生きようとしている君は、人間社

会に生きている。ならば、第一に影を尊重してください。お

金はその次でいいのです」
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変化する学生の就職活動と
キャリア支援

岡崎浩二
株式会社キャリアボット　代表取締役社長

株式会社岡崎人事コンサルタント　取締役社長
東京都立産業技術大学院大学　特任准教授

私
は
人
材
業
界
を
経
て
、
現
在
は
大
学
教

員
及
び
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て

学
生
の
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。
主
に
大
学
生
に
向
け
て
、
キ
ャ
リ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
年
間
１
０
０
回
以
上

の
セ
ミ
ナ
ー
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て

い
ま
す
。最
近
で
は
、最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

（
Ａ
Ｉ
や
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
、
メ
タ
バ
ー
ス

な
ど
）を
活
用
し
た
キ
ャ
リ
ア
支
援
も
行
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
４
回
に
分
け
て
、
コ
ロ

ナ
に
よ
る
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
変
化
や

新
し
い
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

■
コ
ロ
ナ
禍
と
そ
の
影
響

私
た
ち
が
目
の
当
た
り
に
し
た
コ
ロ
ナ
禍

は
、
社
会
全
体
に
多
く
の
変
化
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
特
に
、
学
生
た
ち
の
学
生
生
活
に

お
け
る
変
化
は
顕
著
で
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
が
主
流
と
な
り
、
学
生
た
ち
は
自
宅
か

ら
の
授
業
参
加
と
い
う
新
し
い
ス
タ
イ
ル
に

慣
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
変
化
は
、

学
生
た
ち
の
学
び
の
質
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
、
さ
ら
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ

ル
に
も
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

就
職
活
動
に
お
い
て
も
、
大
き
な
変
化

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
対
面
で
の
企
業
説
明
会

や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
一
時
的
に
中
止
と

な
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
面
接
や
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
普
及
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
最
近
で
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
徐
々
に

落
ち
着
き
を
見
せ
、
学
生
た
ち
は
再
び
対
面

の
授
業
や
実
際
の
オ
フ
ィ
ス
で
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
機
会
を
得
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
変
動
の
中
で
、
学
生
た
ち
が

直
面
す
る
課
題
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
オ

ン
ラ
イ
ン
と
対
面
、
こ
の
２
つ
の
ス
タ
イ
ル

を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
、
効
果
的
な
キ
ャ
リ

ア
形
成
を
目
指
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し

て
の
役
割
も
、
こ
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
お
い
て
、

私
が
特
に
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
や
取
り
組

ん
で
き
た
こ
と
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

■
学
生
中
心
の
キ
ャ
リ
ア
支
援

　①　

学
生
の
立
場
で
考
え
る

キ
ャ
リ
ア
支
援
の
ス
タ
ン
ス
と
し
て
、
ま

ず
は
学
生
の
視
点
に
立
ち
、
学
生
が
直
面
し

て
い
る
問
題
や
ニ
ー
ズ
を
理
解
し
よ
う
と
し

ま
す
。
学
生
が
抱
え
る
不
安
や
疑
問
に
真
摯

に
向
き
合
い
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
に
自
信
を

持
て
る
よ
う
な
支
援
を
徹
底
的
に
考
え
、
提

供
し
ま
す
。

②　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
に
く
い

学
生
へ
の
サ
ポ
ー
ト

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
に
く
い
学

生
も
存
在
し
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
学
生
に

も
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
個
別
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
し
ま
す
。
チ
ャ
ッ
ト

ボ
ッ
ト
や
チ
ャ
ッ
ト
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
匿

名
で
利
用
可
能
な
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
会
な

ど
、
学
生
が
自
分
の
ペ
ー
ス
で
情
報
を
得
ら

れ
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
す
。

③　

就
活
に
前
向
き
で
な
い
学
生
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ

中
に
は
就
職
活
動
に
前
向
き
で
な
い
学
生

も
い
ま
す
が
、
そ
の
背
後
に
は
様
々
な
理
由

が
あ
り
ま
す
。
学
生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
る
た
め
に
も
、
自
己
肯
定
感
の
向
上
や

目
標
設
定
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
い
、
将
来

の
キ
ャ
リ
ア
に
対
し
て
前
向
き
な
姿
勢
で
取

り
組
む
よ
う
促
し
ま
す
。

■
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
キ
ャ
リ
ア
支
援

①　

新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
の
試
行

常
に
新
た
な
方
法
や
ア
プ
ロ
ー
チ
を
模
索

し
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
キ
ャ
リ
ア

支
援
を
行
う
こ
と
で
、
学
生
に
新
た
な
価
値

を
提
供
し
ま
す
。

②　

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用

Ａ
Ｉ
や
メ
タ
バ
ー
ス
、
デ
ー
タ
分
析
を
駆

使
し
て
、
効
果
的
な
キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ス

や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
ま
す
。
学
生
だ
け

で
な
く
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
携
わ
る
教
職
員

や
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
も
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
活
用
方
法
を
指
導
し
、
効
率
化
に

貢
献
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
学
生

た
ち
が
社
会
の
変
化
や
新
し
い
時
代
の
要
請

に
対
応
で
き
る
よ
う
な
、
柔
軟
性
と
適
応
力

を
持
っ
た
キ
ャ
リ
ア
を
築
く
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
ま
す
。

次
回
の
コ
ラ
ム
で
は
、
さ
ら
に
具
体
的
な

新
し
い
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
取
り
組
み
や
、
最

前
線
で
の
現
場
の
声
を
お
届
け
す
る
予
定
で

す
。

◀◀「キャリアカウンセリングの現場から」のバックナンバーが
　　Webサイトで読めます。
　　（雇用問題研究会ホームページ）



自分の職業興味を探る

職業レディネス・テスト 編著●独立行政法人 労働政策研究・研修機構
発行●一般社団法人 雇用問題研究会

PDF ………………690円
プリント ……………710円
プリント＋PDF………750円

●●判定サービスともに
　　ご利用の場合

中学生用　１名分料金

●問題用紙
●回答用紙
●結果の見方・生かし方

●判定料 ………………… PDF 360円
 プリント 380円
 プリント＋PDF 420円

●手引 ……………………… 1,430円

330円

導入のご検討に

実際の問題用紙、回答用紙ほか、実施のマニュアル等の資料をお送りします。
〈お電話〉または〈お問い合わせフォーム〉よりお申し込みください。
電話▶03‒5651‒7072(普及促進課)

無料 VRT見本セットをお送りします

●詳細は当会ホームページをご覧ください。

お申込みの流れ

WEBから
お申込み

当会より
発送 検査実施

２営業日以内

判定依頼判定結果票
発送

約３～４週間

Realistic Investigative

Conventional Artistic

SocialEnterprising

現実的
職業領域

研究的
職業領域

社会的
職業領域

企業的
職業領域

慣習的
職業領域

芸術的
職業領域

対情報志向D

P対人志向 対物志向T

Ａ検査

職業興味

Ｂ検査

基礎的
志向性

Ｃ
職務遂行の
自信度

検査

基
礎
的
志
向
性

職
業
志
向
性

●手引 ● 結果の見方・生かし方

お問い合わせフォーム▶

▶職場体験(インターンシップ)の事前学習に
▶進路選択の検討材料に
▶三者面談の資料に

●職業選択への関心・意欲を高めるため
●生徒の個性理解のため
●自分自身について考えてみる機会を与えるため
●進路学習、職業情報の学習のため

●Ａ検査･･･職業に対する興味の傾向
●Ｂ検査･･･職業への興味・関心の基礎となる志向性
●Ｃ検査･･･職業に対する自信の傾向

キャリア教育
における
幅広い活用

３つの検査に
よる構成

▶ホームページ　https://www.koyoerc.or.jp/
▶電話　03－5651－7071　▶FAX　03－5651－7077
〒103－0002　東京都中央区日本橋馬喰町1－14－5 日本橋Ｋビル２階

■用紙のご注文はこちら

＊定価は2024年４月からの改定価格（消費税込／別途送料実費）



コース 内　　容

KN式クレペリン

VRT

GATB

読者プレゼント

キャリア・インサイトは、利用者自身がコンピュータを使いながら、職業選択に役立つ適性評価、適性に合致した職業リストの参照、職業情報の
検索、キャリアプランニングなどを実施できる総合的なキャリア・ガイダンス・システム（CACGs）です。その機能と活用について習得します。

〒103-0002 東京都中央区日本橋馬喰町1-14-5 ●電話 03-5651-7072

3/11（月）
10:00～12:30

3/12（火）
10:00～12:30

3/13（水）
10:00～12:30

3/14（木）
10:00～12:30

対　象 
 
 
 
 受講料 

講　師 本間啓二氏（日本体育大学 名誉教授）

KN式クレペリン作業性格検査は、２数の加算を行うことによって得られる作業量や作業曲線、
作業の質などの結果から、個人の性格面にかかわる特性を総合的に捉えようとするものです。
この検査を実習し、判定結果の読み方等を説明します。
また、各種の性格検査について概説し、個性理解について考えます。

職業レディネス・テスト（VRT）は、「自己理解を通じて職業探索へ、職業探索を通じて自己理解へ」
という理念のもと、若者（中学・高校生をはじめ、大学生、社会人など）の職業への興味・自信の
方向性をキャリア発達の観点から捉えようとするものです。
ホランドの職業選択理論を踏まえて、その実施と活用について説明します。

厚生労働省編一般職業適性検査（GATB）は、多様な職業分野で仕事をする上で必要とされる
代表的な９種の能力（適性能）を測定することにより、自己理解や適職領域の探索等、望ましい
職業選択を行うための情報を提供します。その実施方法と採点の方法を説明します。
また、職業適性の理念や結果の解釈について説明します。

アセスメント・ツールを活用したキャリアコンサルティングの考え方や進め方について説明します。
また、各ツール（VRT、GATB）の結果の解釈について、事例研究を通して学びます。受講生による
グループワークを取り入れたコースとなっています。
●「VRTコース」及び「GATBコース」を修了された方が対象です。

キャリア・コンサルティング

キャリア・インサイト 講習会 オンライン

※ご希望のコースを自由に組み合わせて受講できます。ただし「キャリア・コンサルティング」は、「VRT」及び「GATB」コースを受講された方に限ります。

基礎理論コース（オンラインセミナー）

◀開催日程等、詳しくはホームページでお知らせします。
　お申込みもサイト内専用フォームからできます。
　https://www.koyoerc.or.jp

キャリア・コンサルティング セミナー

●中学校・高等学校の進路指導・キャリア教育担当者、スクールカウンセラー
●大学・短大・専門学校のキャリア支援・就職指導担当者
●職業安定・職業能力開発機関の担当者、職業相談・就業支援・教育相談機関等の担当者
●キャリアコンサルタント、キャリアカウンセラー、産業カウンセラー及びそれらを目指している方

個人主導のキャリア形成が求められる中、それを支援するキャリアコンサルティングの重要性は、社会でも広く認められつつあります。
それとともにキャリアコンサルティングに不可欠なアセスメント・ツールも一層効果的な活用が期待されています。雇用問題研究会では、
当研究会で発行している各種アセスメント・ツール、心理（適性）検査を効果的にご活用いただくために、セミナーを開催しています。
各種ツール、心理検査等の理論・実施方法・活用方法等を解説します。

キャリアコンサルティングに必須のアセスメント・ツールの有効活用をマスターする

キャリア・インサイトの機能と活用

各コース 11,000円（税込・資料代を含む）

2024

は、“プロ（専門家）のキャリアカウンセラー／キャリアコンサルタント”の養成、スキル向上、指導者養成までを、体系的に行っている専業機関です
特定非営利活動法人キャリアカウンセリング協会 研修担当

」厚労大臣指定更新講習44講座︕ 詳細は学習専用サイト 「　　のキャリアコンサルタント学習情報」 で検索

講師︓慶應義塾大学名誉教授　花田光世先生　ほか　各領域の第一線の学識者・専門家による講義

【CCA】キャリアコンサルタント向け知識講習（Web）
１対１の対人支援にとどまらず、組織開発・組織活性化、人事との協業といったテーマを真正面から
見据えたWeb学習（厚労大臣指定キャリアコンサルタント更新講習）です。実践に基づいた講師陣
の知見や豊富な事例が、実際のキャリア支援の現場で役立てられることを強く意図しています。

～～ ～

2023年
リニューアル︕
5,400名
受講済
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実際に｢職業レディネス・テスト」を体験してみませんか？

職業レディネス・テスト体験会 参加申込票

̶ FAX送信用紙 ̶
（下記太枠線内をご記入のうえ送信ください。送信先：03‒5651‒7077）

職業レディネス・テスト体験会

（フリガナ）
学校名

日　　時：2024年２月29日(木)16～17時(オンライン･参加無料)
申込締切：2024年２月20日(火)９時

（フリガナ）
参加者氏名

通信欄

E-mail＊

（担当学年：　　　　　年）

電話番号 FAX番号

〒

＊Gmail、gooメール、Yahoo！メール、iCloudメール等のフリーメールアドレスは、
　当会からのメールが届かない場合がありますので使用をお控えください。
　フリーメール及びスマートフォン・携帯電話のメールアドレスを使用する場合は、
　<@koyoerc.or.jp>からのメールを受信できるよう、あらかじめ設定をお願いします。　　

所在地

中学校対象・オンライン・参加無料

「職業レディネス・テスト(VRT)」の一部を先生ご自身に実施いただく体験会を開催します。
生徒に判定結果「パーソナルレポート」を返却する際のポイントや、結果の活用方法について
もご説明します。中学校でVRTの導入をご検討いただく機会として、ぜひご参加ください。
＊すでに導入されている学校の先生もご参加いただけます。

職業研究2024No.1

ご連絡先

●お申込み後、３営業日以内に当会よりメールにて返信いたします。３営業
日を過ぎてもメールが届かない場合は、下記【普及促進課】までお電話に
てお問い合わせください。

日　時

対　象

2024年２月29日(木)16～17時
Web会議システムZoomを使用した
オンライン形式(参加無料)

中学校の先生

内　容 ● VRTの概要
●Ａ検査の実施と採点
●「パーソナルレポート」の見方と活用
●「結果の見方･生かし方」の活用

申込方法 〈専用Webフォーム〉からお申込み、または下記
〈参加申込票〉をFAXでお送りください。

https://ws.formzu.net/dist/S65794420/
◀お申込み専用Webフォームはこちら

実　施　概　要

▲
お問合わせ

Webフォームは
こちら 【普及促進課】TEL：03‒5651‒7072 (平日9～17時)

お問合わせ 日程・詳細等については、〈お電話〉または〈お問合わせWebフォーム〉にて
お気軽にお問い合わせください。

学校ごとの個別体験会

別途、学校単位で体験会を行うこともできます。
（原則としてオンラインで実施・無料）

応相談

〒103‒0002 東京都中央区日本橋馬喰町1‒14‒5 日本橋Ｋビル２階
https://www.koyoerc.or.jp/ 電話03‒5651‒7071

申込締切 2024年２月20日(火)９時


